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新
卒
業
生
の
72
期
生
の
皆
様
、ご

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

箕
面
市
立
第
一
中
学
校
同
窓
会

「
青
嵐
会
」は
皆
様
を
お
迎
え
し

て
、
卒
業
生
総
数
、２
１
、３
３
５

人
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、年
号
も
平
成
か
ら
令
和
へ

と
変
わ
り
、新
た
な
時
代
に
入
り
ま

し
た
。同
窓
会
活
動
も
時
代
の
変

遷
と
共
に
変
わ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。た
だ
、
そ
の
根
本
は
同
学
年
の

同
期
の
輪
と
先
輩
・
後
輩
を
繋
ぐ
同

窓
の
輪
を
軸
と
し
た
活
動
だ
と
思

い
ま
す
。

　

青
嵐
会
活
動
は
会
員
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、

運
営
費
は
卒
業
時
の
入
会
金
と
、

会
報
協
力
金
お
よ
び
特
別
協
力
金

等
の
寄
付
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

営
利
団
体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

常
に
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
支
援
・
ご

協
力
が
必
要
で
す
。寄
付
文
化
を

醸
成
し
、
会
員
の
皆
様
の
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

青
嵐
会
活
動
は
、次
の
通
り
実
施

し
て
い
ま
す
。

＊
会
報「
青
嵐
」発
行

　

同
窓
会
や
母
校
の
最
新
情
報
を

年
1
回
お
報
せ
し
て
い
ま
す
。

財
政
課
題
も
あ
り
、
例
年
、
会
報
協

力
金
の
納
入
者
と
、偶
数
期
･
奇
数

期
の
卒
業
生
に
交
互
に
お
届
け
し
て

き
ま
し
た
。本
年
は
、
奇
数
期
の
卒

業
生
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

＊
総
会
開
催
等（
1
面
参
照
）

　

本
年
は
、
例
年
と
は
異
な
り
、
第

3
土
曜
日
の
6
月
15
日
に
母
校
で

開
催
い
た
し
ま
す
。

　

総
会
議
事
の
他
、
卒
業
生
や
在

校
生
の
講
演
・
出
演
、会
員
の
景
品

提
供
に
よ
る
お
楽
し
み
抽
選
会
な

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。ま
た
、
総
会
後

に
ミ
ニ
同
期
会
を
開
催
す
る
期
も

増
え
て
き
て
い
ま
す
。期
幹
事
他

有
志
で
、ま
ず
は
簡
単
な
同
期
や
部

活
の
会
合
を
企
画
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
昨
年
10
月
に
関
東
支
部

期
幹
事
等
連
絡
会
が
開
催
さ
れ（
5

面
参
照
）、
支
部
会
活
動
が
活
発

化
し
て
い
ま
す
。関
東
地
区
の
会

員
の
皆
様
、
是
非
こ
の
会
合
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

＊
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
開
催

　
（
12
面
参
照
）

　

昨
年
も
母
校
一
中
祭
の
日
に
合

わ
せ
て
、
第
6
回
の
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ィ
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

各
期
の
同
窓
会
活
動
状
況
や
卒
業

ア
ル
バ
ム
な
ど
の
展
示
を
見
て
、

中
学
時
代
を
思
い
出
す
良
い
機
会

に
な
る
と
好
評
で
し
た
。

　

本
年
は
9
月
14
日
（
土
）
に
開

催
の
予
定
で
す
。
総
会
や
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
に
一
度
、
母
校
を

お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

＊
名
簿
管
理

　
「
青
嵐
」
の
送
付
や
同
期
会
幹
事

へ
の
名
簿
デ
ー
タ
提
供
の
元
に
な

る
業
務
で
す
。
住
所
変
更
の
際
に

は
名
簿
変
更
連
絡
先
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

＊
学
校
応
援
団

　

後
輩
生
徒
に
役
立
つ
よ
う
に
、

高
校
入
試
の
面
接
練
習
の
場
で
、

会
員
有
志
が
面
接
官
を
努
め
ま
す
。

＊
青
嵐
会
Ｈ
Ｐ
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

　

青
嵐
会
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
同
期
会
開
催
の
連
絡
等
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

以
上
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
役

員
だ
け
で
は
な
く
、
多
数
の
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
の
新
入
会
員
に

は
青
嵐
会
か
ら
卒
業
記
念
品
と
し

て
、
真
空
マ
グ
カ
ッ
プ
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
今
後
共
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

同窓会の連絡先
◆ 同窓会専用電話
　090−3653−0428
◆ 同窓会本部窓口
　seirankai-hq@freeml.com
名簿変更（本人転居先及び同窓知人の新住所
等）、同期会等開催、その他情報の連絡先

ホームページのご案内
「青嵐会」ホームページが2015年

より新しくなりました

◆「青嵐会」新ホームページアドレス
　http://seirankai.jimdo.com/
　�内容：本部からのお知らせ、掲示板、
ブログなど

◆ 一中のホームページアドレス
　http://www.city.minoh.lg.jp/jone/

◆第一部◆
　総会議事
・学校長挨拶
・会長挨拶
・2018年度事業報告・会計決算報告
・2019年度事業計画・会計予算案
・2019年度役員紹介
・72期生クラス幹事紹介

◆第三部◆
・お楽しみ抽選会

◆第二部◆
　「青嵐会」リレーライブ
①ブラスバンドOB・OG演奏
②弾き語り
　シンガーソングライター
　　鶴　惠介さん（60期生）
③台風被害からの復旧へむけて
　瀧安寺副住職
　　山本昌弘さん（46期生）
④ブラスバンド演奏
　母校　吹奏楽部

★�１年に１度、母校での同窓会総会が、同窓生の年代を超えた交わ
りの時となることを願っています。ご友人お誘い合わせのうえ、
お気軽にご参加ください。

★�総会後に、ミニ同期会を催しませんか？特に２と７のつく期の
みなさま、○○周年を機会にぜひ同期生との出会いの場を。

総会のご案内
◎日時／ 2019年６月15日（土） 午後２時～４時30分
◎場所／箕面市立第一中学校 多目的室

会　長

佐々木　弘
（22期）

会
長
ご
挨
拶
と

　
　
　

活
動
報
告

題字：伊東六郎（３期）作
箕面市立第一中学校
☎ 072 −721−2392
同 窓 会 専 用
☎ 090−3653−0428
発行部数：9,000部
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こ
の
度
３
月
末
日
を
持
ち
ま
し

て
定
年
退
職
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。

　

昭
和
56
年
、
第
三
中
学
校
で
奉

職
し
て
以
来
38
年
、
諸
先
輩
方
や

職
場
の
仲
間
に
支
え
ら
れ
、
な
ん

と
か
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
職
と
し
て

の
力
不
足
を
寛
容
に
も
受
け
入
れ
、

時
に
は
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
っ
た

保
護
者
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に

最
後
の
２
年
間
を
、
伝
統
あ
る
こ

の
第
一
中
学
校
で
勤
め
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、本
当
に
幸
運
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。中
で
も「
青
嵐
会
」

と
い
う
他
に
類
を
見
な
い
同
窓
会

組
織
の
端
く
れ
に
加
え
て
い
た
だ

け
た
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
栄
誉

で
あ
り
ま
す
。
退
職
後
も
、
往
生

際
悪
く
教
員
を
務
め
る
予
定
で
す

の
で
微
力
な
が
ら
も
何
か
の
形
で

お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
健
康
と
益
々
の
ご
活

躍
、
そ
し
て
「
青
嵐
会
」
の
さ
ら

な
る
発
展
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、

退
職
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
長

い
間
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
3
月
末
で
、
一
中
校
長
を

定
年
退
職
い
た
し
ま
し
た
稲
田

滋
で
す
。
青
嵐
会
の
み
な
さ
ま

に
は
５
年
３
ヶ
月
の
長
き
に
わ

た
っ
て
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

　

初
め
て
の
学
校
現
場
で
戸
惑

う
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
お
陰

を
持
ち
ま
し
て
、
無
事
に
定
年

ま
で
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
の
間
、
青
嵐
会
会
員
の

１
、０
８
７
人
に
卒
業
証
書
を
手

渡
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本
当

に
い
ろ
い
ろ
な
生
徒
が
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
こ
そ
一
中
で
の
日
々

は
と
て
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

　

こ
の
５
年
間
は
一
中
も
さ
ま

ざ
ま
に
変
化
し
た
時
期
で
、
中
学

校
給
食
が
始
ま
り
、
普
通
教
室
に

電
子
黒
板
が
配
備
さ
れ
、
週
1
回

の
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
授
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま

た
一
中
が
「
学
力
向
上
パ
イ
ロ
ッ

ト
校
」
に
指
定
さ
れ
、
い
じ
め
・

不
登
校
な
ど
の
複
雑
・
多
様
化
し

た
課
題
に
、
組
織
と
し
て
取
り
組

み
学
校
体
制
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
学
校
規
模

検
証
事
業
」
で
は
、
一
学
級
当
た

り
の
生
徒
数
を
少
な
く
す
る
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
や
非

認
知
能
力
（
意
欲
、
協
調
性
、
粘

り
強
さ
）
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
の
か
を
検
証
し
て
い
ま
す
。

全
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

配
っ
て
授
業
に
活
用
す
る
、
と
い

う
モ
デ
ル
事
業
も
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
度
に
は
一
中
創

立
70
周
年
を
迎
え
、
こ
の
時
も
青

嵐
会
の
み
な
さ
ま
に
は
、
航
空

写
真
撮
影
の
段
取
り
や
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
作
成
、
音
響
機
器
等
の

寄
贈
、
記
念
植
樹
な
ど
、
多
く
の

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
校
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
何
か

新
し
い
こ
と
を
し
た
と
き
、
そ
の

効
果
が
す
ぐ
に
出
る
場
合
も
あ

れ
ば
、
何
年
か
何
十
年
か
先
に
そ

の
効
果
が
出
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
で

す
。
見
極
め
は
非
常
に
困
難
で

す
。
教
職
員
に
は
人
事
異
動
や
定

年
が
あ
り
ま
す
が
、
青
嵐
会
に

は
そ
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
長
く
長

く
、
そ
れ
も
愛
情
を
も
っ
て
一
中

だ
け
を
見
続
け
て
こ
ら
れ
た
団

体
で
す
。

　

ど
う
か
こ
れ
か
ら
も
応
援
団

と
し
て
一
中
を
見
守
っ
て
い
た

だ
き
、
と
き
に
厳
し
く
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
で
き
れ
ば
褒
め
て
育
て

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

｛
ご
退
職
さ
れ
た
先
生
方
｝

▽
稲
田　

滋　

校
長
先
生

▽
棟
方　

靖　

教
頭
先
生

　

→
ご
退
職
後
一
中
へ
再
任
用

▽
松
下　

ひ
ろ
先
生
（
養
護
教
諭
）

▽
炬
口　

哲
男
先
生
（
国
語
科
）

▽
長
谷　

彰
久
先
生
（
保
体
科
）

▽
森　

め
ぐ
み
先
生
（
社
会
科
）

▽
橋
本　

絵
夢
先
生
（
数
学
科
）

▽
青
木
ひ
ろ
み
先
生
（
臨
時
主
事
）

｛
転
任
さ
れ
た
先
生
方
｝

▽
石
丸　

智
子
先
生
（
家
庭
科
）

　

→
箕
面
市
立
第
四
中
学
校
へ

▽
矢
田　

純
子
先
生
（
司
書
）

　

→
箕
面
市
立
第
五
中
学
校
へ

▽
井
上
喜
久
子
先
生
（
数
学
科
）

　

→
箕
面
市
立
第
三
中
学
校
へ

▽
酒
井　

理
加
先
生
（
国
語
科
）

　

→
箕
面
市
立
第
六
中
学
校
へ

▽
藤
村
ま
ゆ
み
先
生
（
英
語
科
）

　

→
箕
面
市
立
第
四
中
学
校
へ

▽
長
谷
部
亜
矢
子
先
生
（
英
語
科
）

　

→
箕
面
市
立
教
育
委
員
会
へ

▽
小
牧　

圭
佑
先
生
（
国
語
科
）

　

→
滋
賀
県
の
中
学
校
へ

▽
仲　

沙
織
先
生
（
養
護
教
諭
）

　

→
箕
面
市
立
彩
都
小
中
学
校
へ

▽
竹
中　

健
悟
先
生
（
理
科
）

　

→
箕
面
市
立
彩
都
小
中
学
校
へ

▽
前
川　

和
輝
先
生
（
英
語
科
）

　

→
箕
面
市
立
第
五
中
学
校
へ

▽
吉
田　

千
里
先
生
（
国
語
科
）

　

→
箕
面
市
立
第
五
中
学
校
へ

　

長
い
間
、
一
中
生
徒
を
ご
指
導

い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
の
ご
健
康
と
新
し
い
職
場
で

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

職
員
動
静

新
管
理
職
紹
介

　

今
春
、
母
校
の
管
理
職
に
着
任

さ
れ
た
先
生
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
第
一
中
学
校
・
副
校
長
よ
り
）

（
箕
面
み
ど
り
ま
ち
づ
く
り
部
よ
り
）

（
箕
面
市
立
第
四
中
学
校
教
諭
よ
り
）

　

大
所
帯
の
同
窓
会
で
す
が
、
末
永

く
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

前学校長

稲田　　滋

前教頭

棟方　　靖

～
稲
田
前
学
校
長
挨
拶
～

～
棟
方
前
教
頭
先
生
挨
拶
～

'19.３/14　72期生卒業式

学校長
小林�和幸先生

副校長
吉川�顕正先生

教　頭
開　�聡子先生
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（
部
活
動
の
記
録
）

☆
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
部
美
術
コ
ｌ
ス

・
全
大
阪
幼
少
美
術
展
で

　
　

堺
市
教
育
委
員
会
賞
（
学
校
賞
）

　

各
美
術
展
へ
の
個
人
入
賞
多
数

☆
野
球
部

　

豊
能
地
区
大
会
準
優
勝
、

　

大
阪
大
会
出
場
。

☆
テ
ニ
ス
部
女
子

　

春
季
豊
能
地
区
大
会

　
　
　
　

シ
ン
グ
ル
ス
準
優
勝

　

箕
面
市
民
大
会
ダ
ブ
ル
ス
優
勝

　

箕
面
市
テ
ニ
ス
大
会
団
体
優
勝

☆
吹
奏
楽
部

　

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
北
摂
大
会
金
賞
。

☆
陸
上
競
技
部

　

豊
能
地
区
陸
上
競
技
大
会

　

男
子
総
合
２
位
、
女
子
総
合
１
位
。

　

男
子
8
0
0
ｍ
･
1
5
0
0
ｍ
、

　

女
子
1
0
0
ｍ
共
に
１
位
。

　

府
駅
伝
豊
能
予
選
男
子
２
位
、

　

２
区
区
間
賞

☆
卓
球
部

　

池
田
・
箕
面
・
豊
能
郡
大
会

　
　
　
　

男
女
共
に
団
体
戦
優
勝
。

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
Ａ
優
勝
・
Ｂ
準
優
勝
。

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス
準
優
勝
。

☆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

箕
面
リ
ー
グ
団
体
戦
優
勝
。

　

池
田
・
箕
面
・
豊
能
地
区
大
会

　
　
　
　

シ
ン
グ
ル
ス
準
優
勝
。

☆
男
子
バ
レ
ー
部

　

秋
季
豊
能
地
区
大
会　

３
位

☆
女
子
バ
レ
ー
部

　

池
田
・
箕
面
・
豊
能
郡
大
会
優
勝

　

箕
面
市
民
大
会
（
春
・
秋
）
優
勝

　

秋
季
豊
能
地
区
大
会
準
優
勝
、

　

大
阪
大
会
出
場

☆
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部

　

箕
面
リ
ー
グ　

準
優
勝

☆
サ
ッ
カ
ー
部

　

池
田
・
箕
面
・
豊
能
郡
大
会
３
位

☆
剣
道

　

秋
季
剣
道
市
民
大
会

　
　

中
学
生
団
体
の
部　

優
勝

（
学
校
行
事
あ
れ
こ
れ
）

　

 〝
こ
れ
っ
て
何
？
〟
以
前
に
は
な
か
っ

た
行
事
が
続
出
。

　

 

時
代
に
合
わ
せ
て
、
学
校
教
育
は

日
々
進
化
し
て
い
ま
す
。

☆
７
月　

思
春
期
講
座

　
　

～
ど
う
す
る
？
反
抗
期
～　

　
　
　
　

講
師　

米
田　

薫
（
27
期
）

☆
ラ
イ
デ
ン
ス
ク
ー
ル
テ
ス
ト
送
信

　

 

各
家
庭
へ
の
緊
急
メ
ー
ル
配
信
の

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

☆
年
間
数
回
に
わ
た
っ
て

　

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
実
施

☆
11
月
「
学
校
教
育
自
己
診
断
」

☆
「
こ
こ
ろ
の
成
長
ア
ン
ケ
ー
ト
」

☆
11
月　

２
年
生
職
場
体
験
学
習

☆
１
月　

１
年
生
ス
キ
ー
実
習

☆
２
月　

オ
ー
サ
ー
ビ
ジ
ッ
ト

　
　

箕
面
在
住
の
絵
本
作
家
・

　
　
　
　

藤
野
恵
美
さ
ん
を
招
い
て

☆
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
防
止
教
室

　

生
徒
個
人
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
布

　

突
然
の
訃
報
を
お
聞
き
し
て
、驚

き
と
、残
念
＋
後
悔
の
念
が
こ
み
上

げ
て
き
ま
し
た
。卒
業
後
50
年
以
上

過
ぎ
て
ま
す
が
、３
年
生
の
ご
担
任

の
な
か
で
最
も
お
若
く
、我
ら
の
中

で
は
担
任
時
代
の
若
い
イ
メ
ー
ジ

そ
の
ま
ま
で
あ
り
ま
す
。ま
ず
は
驚

き
！
そ
し
て
、残
念
＋
後
悔
。

　

２
０
１
７
年
4
月
16
日
に
卒
業

50
周
年
を
記
念
し
て
学
年
同
窓
会

を
開
催
し
、幹
事
の
端
く
れ
と
し
て

お
手
伝
い
し
ま
し
た
。ご
存
命
の

担
任
の
先
生
方
に
案
内
を
差
し
上

げ
、平
田
先
生
と
お
会
い
で
き
る
か

な
ぁ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、一

人
も
来
ら
れ
な
い
状
況
で
し
た
。同

窓
会
後
し
ば
ら
く
し
た
７
月
30
日

に
そ
の
時
の
写
真
を
も
と
に
幹
事

グ
ル
ー
プ
が
集
ま
り
、盛
り
上
が
っ

た
同
窓
会
を
思
い
起
こ
し
て
お
り

ま
し
た
。そ
の
写
真
を
持
っ
て
平
田

先
生
を
お
伺
い
し
よ
う
か
な
、と
少

し
思
っ
た
の
で
す
が
、無
精
し
て
そ

の
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。そ

し
て
、こ
の
度
の
先
生
の
訃
報
に
接

し
、あ
の
時
半
ば
強
引
に
で
も
写
真

を
持
っ
て
お
伺
い
す
れ
ば
よ
か
っ

た
、
行
く
べ
き
で
あ
っ
た
と
、
今
更

な
が
ら
後
悔
の
念
に
耐
え
ま
せ
ん
。

　

先
生
か
ら
丁
寧
に
教
え
て
い
た

だ
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、僕
は
英

語
が
苦
手
と
い
う
不
肖
の
生
徒
で

し
た
。英
語
＝
文
法
＝
数
学
の
定

理
、
と
思
っ
て
い
た
小
生
に
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
の
大
切
さ
を
教
え
て
い

た
だ
き
、ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
大
会
に

出
場
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
く

だ
さ
い
ま
し
た
。で
も
不
肖
の
生

徒
で
す
の
で
、イ
ヤ
で
た
ま
ら
な
く

な
り
、
先
生
に
言
っ
た
と
こ
ろ「
気

の
小
さ
い
や
つ
や
な
ぁ
」と
一
喝
さ

れ
、一
夜
漬
け
で
練
習
し
て
大
会
に

臨
み
ま
し
た
。で
も
結
果
は
棒
読
み

で
惨
憺
た
る
も
の
で（
お
そ
ら
く
ビ

リ
）、し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
い
る
と
、全

く
お
怒
り
に
な
ら
ず
に（
却
っ
て
き

つ
く
感
じ
ま
し
た
）、ぼ
そ
っ
と「
こ

ん
な
経
験
し
た
ら
年
と
っ
て
も
覚

え
て
い
る
も
ん
や
」と
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。高
校
以
降
は
完
全
に
英
語

に
行
き
詰
ま
り
未
だ
に
不
得
意
な

状
況
で
す
が
、先
生
の
お
っ
し
ゃ
る

と
お
り
、セ
ン
テ
ン
ス
を
二
つ
だ
け

不
完
全
な
が
ら
覚
え
て
お
り
ま
す
。

Early in Novem
ber  

‥
‥（
西
暦
）

two sailing ships sailed out of 

‥
‥

（
ど
こ
か
の
地
名
）

to Genova.Their captains were old 
friends.

　

次
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
き
に

は
、
先
生
の
お
教
え
の
と
お
り
頑

張
っ
て
英
語
を
勉
強
し
得
意
に
な

る
こ
と
を
天
上
の
先
生
に
お
誓
い

し
て
、
甚
だ
拙
文
で
す
が
、
お
別
れ

の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

（
20
期
・
西　

亨
・
記
）

　

今
年
も
72
期
生
、
2
0
9

人
の
新
し
い
後
輩
が
加
わ
り

ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
仲
間
や

72
期
生
と
本
部
を
結
ぶ
大
切

な
絆
で
す
。
若
い
発
想
と
行

動
力
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　

Ａ
組　
　

林
下　

朋
樹

　
　
　
　
　
　

小
笠
原
佳
乃

　
　

Ｂ
組　

○
野
田　

駿
太

　
　
　
　
　
　

中
野
安
珠
美

　
　

Ｃ
組　
　

藤
田　

佳
宏

　
　
　
　
　
　

嵐　
　

千
尋

　
　

Ｄ
組　
　

岩
崎　

知
也

　
　
　
　
　
　

野
谷　

奈
那

　
　

Ｅ
組　
　

山
根　

智
介

　
　
　
　
　

○
池
田　

琴
音

　
　

Ｆ
組　
　

天
野　

太
聖

　
　
　
　
　
　

横
井　

葉
月

（
○
印
は
期
幹
事
も
兼
任
）

主
な
仕
事
は

　

☆
同
期
会
・
ク
ラ
ス
会
の
企
画

　

☆
ク
ラ
ス
・
期
名
簿
の
管
理

　

☆
総
会
や
会
議
へ
の
出
席

　

☆
以
後
三
年
間
の
「
青
嵐
」
配
布

　

☆
本
部
と
の
諸
連
絡
、
等
で
す
。

　

お
互
い
の
情
報
を
密
に
し
て
、
自

主
的
な
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

卒
業
後
３
年
間
の
同
窓
会
活
動
に

つ
い
て
は
、
左
記
の
先
生
方
が
ご
担

当
で
す
。
必
要
が
あ
れ
ば
連
絡
し
て
、

指
示
を
受
け
て
下
さ
い
。

　

72
期（
高
１
）担
当
…

 

植
木
大
輔
先
生
・
上
條
明
穂
先
生

　

71
期（
高
２
）担
当
…
里　

海
渡
先
生

　

70
期（
高
３
）・
中
3
担
当
…

 

瑞
原
一
道
先
生

※
72
期
ク
ラ
ス
幹
事
は
同
窓
会
総
会

（
６
月
15
日
㈯
）
当
日
、
正
午
に
母
校

会
議
室
に
集
合
し
て
下
さ
い
。

（
昼
食
は
本
部
で
準
備
し
ま
す
。
欠
席

者
は
必
ず
代
理
を
頼
ん
で
下
さ
い
。）

恩
師
訃
報

平
田
紀
之
先
生
を
偲
ん
で

平田　紀之  先生
英語科

在職期間�S36.4 〜 S55.3

一
中
近
況
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14
期
関
東
同
期
会

　

本
部
情
報
に
よ
る
と
、
青
嵐

会
14
期
生
の
関
東
在
住
者
は
現

在
21
名
と
の
こ
と
。

　

昨
年
２
月
に
、
当
初
よ
り
不

在
で
あ
り
ま
し
た
関
東
支
部
14

期
幹
事
役
を
筆
者
が
引
き
受
け

る
こ
と
に
な
り
、
関
東
支
部
と

し
て
初
め
て
の
14
期
同
期
会
が

企
画
さ
れ
、
去
る
平
成
30
年
8

月
3
日
（
金
）、
直
近
の
台
風
に

よ
る
当
初
日
時
の
変
更
に
も
関

わ
ら
ず
、
総
勢
10
名
が
東
京
・

丸
の
内
の
欧
風
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
」
に
集
い
ま
し

た
。

　

開
会
に
先
立
ち
「
あ
み
だ
く

じ
」
で
席
順
や
、
乾
杯
音
頭
者

を
決
め
て
、
会
の
始
ま
り
で
す
。

　

冒
頭
、
私
が
こ
の
会
を
開
く

に
至
っ
た
経
緯
や
、
こ
れ
か
ら

こ
の
会
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い

て
の
ご
意
見
拝

聴
云
々
に
つ
い

て
挨
拶
し
、
三

宅
（
旧
姓
平
沢
）

さ
ん
の
乾
杯
の

あ
と
歓
談
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

参
加
の
皆
さ

ん
の
近
況
や
昔

話
に
花
が
咲
く

中
、
二
時
間
半

が
ア
ッ
と
言
う

☆
講
演
：「
ラ
ヂ
オ
塔
」

　

竹
林
和
兵
衛
氏
（
13
期
）
の

お
話
。
瀧
安
寺
の
ほ
か
各
地
に

現
存
す

る
戦
前

の
遺
産

「
ラ
ヂ
オ

塔
」
の

お
話
。

変
わ
っ

た
形
の

灯
籠
が
あ
る
、
と
思
っ
て
い
た

物
が
「
ラ
ヂ
オ
塔
」
と
知
り
び
っ

く
り
。
今
も
各
地
に
多
数
現
存

す
る
な
ど
の
貴
重
な
お
話
を
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆
ダ
ン
ス

　

在
校
生
田
川
愛
美
さ
ん
に
よ

る
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

若
さ
溢
れ
る
は
ち
切
れ
そ
う
な

力
強
い
動

き
。
次
回

も
是
非
お

願
い
し
た

い
も
の
で

す
ね
。

☆
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
演

奏
　

母
校
吹

奏
楽
部
に

よ
る
演
奏

で
「
糸
」

な
ど
耳
慣

れ
た
曲
の
他
、
校
歌
に
ア
ン
コ
ー

ル
も
有
り
。
保
護
者
も
大
勢
来

場
さ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
時
と
な

り
ま
し
た
。

☆
お
楽
し
み
抽
選
会

　

今
年
も
多
数
の
景
品
を
ご
提

供
頂
き
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆

様
に
感
謝
、御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

総
会
に
参
加
頂
き
ま
し
た
皆

様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
10
期
・
市
川
儀
富
・
記
）

　

２
０
１
８
年
６
月
９

日（
土
）P
M
２
時
～
母

校
４
階
多
目
的
室
に

て
同
窓
会「
青
嵐
会
」

総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。司
会
者
、河
村
茂
樹

（
34
期
）副
会
長
で
総

会
第
1
部
が
進
行
。

　

稲
田
滋
学
校
長
の

挨
拶
・
報
告
後
、議
事

進
行
。続
く
各
議
事

も
承
認
頂
き
、総
会

第
二
部
へ
。

☆
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

吹
奏
楽
部
O
B
・
O
G
の
演
奏
。

40
期
田
中
さ
ん
他
８
名
の
出
演

で
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
等

の
楽
し
い
演
奏
を
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

関
東
14
期
会
の
今
後

に
つ
い
て
は
、
江
崎
さ

ん
、
三
宅
さ
ん
が
世
話

役
を
引
き
受
け
て
く
れ

る
こ
と
に
な
り
、
近
々

に
も
世
話
役
３
人
で
相

談
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
皆
で
記
念

写
真
に
納
ま
り
閉
会
と

し
ま
し
た
。

（
村
上
秀
平
・
記
）

 

’18 総会報告

総
会
日
開
催
の

ミ
ニ
同
窓
会
報
告

18期

34期 13期

竹林氏の講演

母校吹奏楽部・演奏

大勢の来場者抽選会で71期が活躍

総会の後でミニ同期会を開催しました。皆さんの期でもいかがですか？
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平
成
30
年
10
月
27

日（
土
）に「
丸
の
内

ポ
ー
ル
ス
タ
ー
」に
て

恒
例
の
掲
題
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。当
日

は
、佐
々
木
会
長
に
も

ご
参
加
い
た
だ
き
、

例
年
よ
り
も
多
い
計

18
名
が
集
う
和
や
か

な
会
合
と
な
り
ま
し

た
。今
回
は
第
4
期
か

ら
32
期
ま
で
の
方
々
が
バ
ラ
ン
ス

良
く
集
い
、
初
参
加
の
32
期
生
３

名
が
大
い
に
場
の
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

午
後
５
時
半
か
ら
の
会
議
で

は
先
ず
、
佐
々
木
会
長
か
ら「
箕

面
一
中
の
近
況
」
に
つ
い
て
、

２
０
１
８
年
度
の
総
会
や
第
６

回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
開
催
状

況
な
ど
が
説
明
さ
れ
、「
箕
面
市

の
近
況
」で
は
、
北
大
阪
急
行
延

伸
工
事
の
状
況
や
新
名
神
高
速

道
路
全
面
開
通
な
ど
郷
里
の
変

貌
ぶ
り
に
皆
さ
ん
興
味
津
々
と

い
う
感
じ
で
し
た
。台
風
21
号
に

よ
る
滝
道
通
行
止
め
や
瀧
安
寺

の
深
刻
な
被
害
に
心
を
痛
め
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
各
期
代
表
者
か
ら
、
各

期
の
活
動
状
況
等
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
が
、
多
く
の

期
で
関
東
地
区
同
期

会
を
開
催
し
て
い
る

と
い
う
嬉
し
い
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

関
東
支
部
の
今
後

の
活
動
は
、
縦
軸
と

な
る「
期
幹
事
等
連

絡
会
」と
、
横
軸
と
な

る「
各
期
同
期
会
」の

開
催
を
活
性
化
す
る

と
共
に
、
関
東
支
部
独
自
イ
ベ
ン

ト
も
検
討
課
題
と
い
た
し
ま
す
。

　

独
自
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

「
開
催
意
味
や
意
義
、
参
加
対
象

者
の
範
囲
等
を
慎
重
に
検
討
す

べ
き
」と
の
ご
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。今
後
は
、
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
を
詰
め
な
が

ら
、
実
施
す
る
か
否
か
も
含
め
て

検
討
を
重
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
議
終
了
後
、午
後
６
時
半
か

ら
懇
親
会
が
あ
り
、
例
年
同
様
の

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の

中
で
出
席
者
間
の
話
も
弾
み
、
楽

し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
開
催
日
と
な
る
令
和

元
年
11
月
2
日（
土
）に
は
、
参
加

者
の
再
会
を
期
す
と
共
に
、
参
加

者
を
増
や
す
努
力
を
重
ね
る
こ

と
と
し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

青
嵐
会
関
東
支
部
・
期
幹
事
等
連
絡
会
の
開
催

関
東
支
部
長
・
松　

本　
　
　

彰
（
18
期
）

11
期
関
東
地
区
同
期
会

　

11
期（
昭
和
33
年
卒
業
）第
10

回
関
東
地
区
同
期
会
は
、
昨
年
７

月
21
日（
土
）11
時
半
～
14
時
、
東

京
丸
の
内
・
欧
風
レ
ス
ト
ラ
ン
・

ポ
ー
ル
ス
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

た
。参
加
者
は
、
関
西
か
ら
の
参

加
者
を
含
め
23
名
で
し
た
。

　

懇
親
に
入
る
前
に
、
全
員
写
真

に
加
え
小
学
校
区
ご
と
の
写
真

撮
影
を
行
い
ま
し
た
。参
加
者
全

員
が
、
最
近
思
っ
て
い
る
こ
と
を

述
べ
、
今
後
の
こ
の
会
を
ど
う
す

る
か
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
の

後
自
由
な
懇
親
の
時
間
を
過
ご

し
、
最
後
に
懐
か
し
い
校
歌
を
合

唱
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
今
回
で
一
応
の
区

切
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
65
才
か

ら
75
才
と
い
う
10
年
間
、
中
学
時

代
を
原
点

に
し
た
気

の
置
け
な

い
者
同
士

が
、
思
い

出
、
近
況

を
話
合

い
、
そ
し

て
励
ま
し

を
す
る
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、「
集
ま
り

た
い
な
ぁ
」と
い
う
有
志
に
よ
る

会
と
し
、
連
絡
も
原
則
メ
ー
ル
に

す
る
な
ど
、
よ
り
運
営
し
や
す

い
方
法
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。今
後
の
問
合
せ
・
連
絡
は
左

記
の
新
幹
事
に
し
て
下
さ
い
。

　

今
年
は
、７
月
20
日（
土
）11
時

半
か
ら
同
じ
場
所
で
開
催
し
ま

す
。

〔
問
合
せ
・
連
絡
先
〕

上
村
啓
二（

.com

）

村
上
正
健（
０
３
―

）

（
数
井
敬
司
・
記
）

22
期  

卒
業

50
周
年
記
念
同
期
会

　

２
０
１
８
年（
平
成
30
年
）4

月
29
日
、
千
里
阪
急
ホ
テ
ル
に

て
、
第
22
期
の
卒
業
50
周
年
記
念

同
期
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

A
組
か
ら
G
組
ま
で
7
組
、

２
９
０
名
の
卒
業
生
の
う
ち
、

83
名
が
出
席（
2
次
会
に
も
67
名

が
参
加
、
さ
ら
に
そ
の
半
数
く
ら

い
の
方
が
桜
井
食
堂
で
の
3
次

会
に
参
加
）、担
任
の
恩
師
も
、A

組
平
岩
泰
吉
先
生
、
B
組
奥
田
福

吉
先
生
、
C
組
三
好
和
夫
先
生
、

D
組
盛
治
雄
先
生
、
音
楽
の
泉
道

雄
先
生
が
ご
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

B
組
の
沖
田
以
知
郎
君
の
名

司
会
で
、
佐
々
木
弘
代
表
幹
事

（
A
組
）の
開
会
挨
拶
、
担
任
の
恩

師
か
ら
の
近
況
及
び
回
想
談
に

始
ま
り
、
各
組
毎
の
近
況
報
告

と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
一
次
会
の

3
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。２
０
１
６
年
春
の
叙
勲
に
お

い
て
平
岩
先
生
が
瑞
宝
双
光
章

を
受
章
さ
れ
た
こ
と
の
紹
介
も

あ
り
、
先
生
か
ら
の「
君
た
ち
生

徒
が
つ
い
て
き
て
く
れ
た
お
か

げ
」と
の
、
も
っ
た
い
な
い
お
言

葉
に
一
同
感
じ
入
っ
た
次
第
で

し
た
。

　

皆
、
相
応
に
元
気
で（
元
気
で

な
い
と
同
期
会
に
来
れ
な
い
と

い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
）、
50
年

の
歳
月
が
あ
っ
と
い
う
間
に
飛

ん
で
し
ま
っ
た
一
日
で
し
た
。次

は
２
０
２
１
年
に
開
催
決
定
！

　

こ
の
記
事
を
読
ま
れ
た
方
は

是
非
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。�（
樋
口
眞
哉
・
記
）
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告
と
続
き
ま
し
た
が
、
合
間
の

懇
親
時
に
は
昔
や
今
の
尽
き
な

い
話
題
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

予
定
し
た
２
時
間
は
あ
っ
と

言
う
間
に
過
ぎ
、
次
回
の
会
合

に
つ
い
て
の
ア
イ
デ
ア
を
皆
で

出
し
合
い
な
が
ら
再
会
を
約
し

て
、
関
東
地
区
同
期
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
全
員
に
よ

る
二
次
会
や
、
有
志
に
よ
る
三

次
会
（
カ
ラ
オ
ケ
）
も
あ
り
、

濃
厚
な
交
流
会
が
続
き
ま
し
た
。

（
松
本　

彰
・
記
）

18
期
関
東
地
区
同
期
会

　

平
成
30
年
５
月
26
日
（
土
）

に
東
京
日
比
谷
の
帝
国
ホ
テ
ル

ラ
ウ
ン
ジ「
ア
ク
ア
」に
お
い
て
、

18
期
生
の
関
東
地
区
同
期
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

関
東
地
区
で
は
２
年
振
り
の

同
期
会
で
し
た
が
、
関
東
地
区

か
ら
８
名
、
大
阪
地
区
か
ら
７

名
の
合
計
15
名
が
集
う
楽
し
い

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
席
者
の
多
く
は
前
回
も
参

加
し
て
い
た
の
で
、
久
し
ぶ
り

の
再
会
で
も
直
ぐ
に
打
ち
解
け
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
「
楽
し

い
ひ
と
時
」
を
皆
で
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

会
の
進
行
は
、
乾
杯
、
幹
事

挨
拶
、
参
加
者
全
員
の
近
況
報

27
期
還
暦
記
念
同
期
会
報
告

　

２
０
１
８
年
10
月
７
日
（
日
）

27
期
生
の
還
暦
記
念
同
窓
会
を
、

梅
田
の
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ク
ラ

ブ
大
阪
で
行
い
ま
し
た
。
午
後

2
時
に
写
真
撮
影
か
ら
始
ま
り
、

75
名
の
卒
業
生
と
、
恩
師
の
樫

本
先
生
、
副
島
先
生
、
藤
原
先

生
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
（
→
）

　
と
こ
ろ
で
、
関
東
地
区

に
お
住
い
の
同
窓
生
の
皆

さ
ん
、
還
暦
や
卒
業
50
周

年
等
の
機
会
を
捉
え
て
、

是
非
、
関
東
地
区
で
の
同

期
会
な
ど
を
計
画
さ
れ
た

ら
如
何
で
し
ょ
う
か
。
皆

で
楽
し
く
過
ご
せ
る
こ
と

は
保
証
し
ま
す
よ
。

ま
し
た
。
藤
原
先
生
の
乾
杯
の

音
頭
に
続
き
、
プ
ロ
の
ギ
タ
リ

ス
ト
を
カ
ラ
オ
ケ
の
伴
奏
に
、

歌
っ
て
し
ま
っ
た
懐
か
し
の
曲

の
数
々
。
一
気
に
45
年
前
に
戻
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
ご

と
一
人
ひ
と
り
の
近
況
報
告
で

は
、
当
時
と
全
く
変
っ
て
い
な

い
人
、
全
然
面
影
が
残
っ
て
い

な
い
人
等
々
。
最
後
に
校
歌
を

み
ん
な
で
歌
い
、
あ
っ
と
い
う

間
の
３
時
間
で
し
た
。
場
所
を

移
し
て
の
二
次
会
に
も
半
数
を

超
え
る
40
人
以
上
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
更
に
続
き
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ

れ
ば
、
前
夜
祭
を
挙
行
し
た
面
々

も
あ
っ
た
と
か
。

　

最
後
に
幹
事
の
皆
さ
ま
、
大

変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
い
つ
も

の
事
な
が
ら
大
変
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

次
回
は
、
卒
業
後
、
半
世
紀

を
期
し
て
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

（
期
幹
事
・
三
原
光
喜
・
記
）

39
期
同
期
の
集
い

　

平
成
30
年
９
月
15
日
（
土
）

梅
田
の
Ｄ
･
D
･
H
O
U
S
E

「
フ
ェ
ス
」
に
て
10
年
振
り
に
39

期
同
期
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
８
名
、
生
徒
92
名
の
総
勢

１
０
０
名
が
大
集
合
。

　

こ
の
ご
時
勢
、
案
内
や
出
欠

確
認
名
簿
が
何
度
も
S
N
S
を

通
じ
て
届
い
た
た
め
「
○
○
さ

ん
、
来
る
ん
や
♪
」
と
目
的
を

持
っ
て
参
加
さ
れ
た
方
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　

会
場
い
っ
ぱ
い
に
参
加
者
が

着
席
し
た
と
こ
ろ
で
幹
事
の
乾

杯
で
ス
タ
ー
ト
。
よ
く
見
る
と

ク
ラ
ブ
ご
と
に
集
う
テ
ー
ブ
ル

が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
青
春
時
代

の
絆
を
再
確
認
（
私
は
吹
奏
楽

部
）。
あ
と
は
移
動
し
て
懐
か

し
い
顔
を
探
し
ま
し
た
。
は
じ

め
は
「
私
の
こ
と
覚
え
て
る
か

な
?
」
と
恐
る
恐
る
声
を
か
け

ま
し
た
が
、
旧
交
を
温
め
る
と

気
分
も
盛
り
上
が
り
、
初
め
て

の
人
に
も
話
し
か
け
た
り
し
て

新
旧
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
さ
に
同
窓
会
マ
ジ
ッ
ク
で
す

ね
。
３
年
の
ク
ラ
ス
で
の
記
念

撮
影
、
先
生
方
の
近
況
報
告
や

抽
選
会
が
あ
り
3
時
間
の
一
次

会
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り

ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も
名
残
惜

し
く
同
会
場
で
の
二
次
会
に
も
、

急
遽
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
ほ

ど
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
ご
尽

力
く
だ
さ
っ
た
幹
事
の
皆
さ
ん
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
ま
で

皆
さ
ん
お
元
気
で
。

　
（
高
島
（
鈴
村
）
恵
子
・
記
）



（7）　　　　　2019年５月１日 第 5 5 号

▽
高
木　

勝
己（
16
期
）

　

谷
垣
先
生
の
模
擬
授
業
の
記
事
、

懐
か
し
く
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。先
生
に
は
感
謝
で
す
。

▽
山
田　

淳
子（
24
期
）

　

お
世
話
し
て
く
だ
さ
る
皆
様
い

つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▽
稲
葉　

英
人（
12
期
）

　

メ
ガ
バ
ン
ク
の
東
京
本
店
、
海
外

勤
務（
40
年
）及
び
裁
判
所
の
司
法

委
員
勤
務（
10
年
）を
完
了
し
、
50
年

ぶ
り
に
実
家
に
戻
り
ま
し
た
。「
青

嵐
」を
拝
読
し
、「
一
中
」時
代（
Ｅ
Ｓ

Ｓ
所
属
）を
懐
か
し
く
思
い
出
し
て

い
ま
す
。皆
々
様
の
御
多
幸
を
祈
念

し
て
い
ま
す
。

▽
荒
川　

直
也（
20
期
）

　

関
東
在
住
の
皆
様
と
の
同
窓
会

の
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
参

加
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
上
田　

義
朗（
24
期
）

　

次
の「
古
希
」を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

▽
山
崎　

淳
子（
39
期
）

　

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。一
中
の
近
く
で
、
今
も
元
気
に

暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。
39
期
ミ
ニ

同
期
会
の
記
事
で
の
先
生
方
や
友

人
の
な
つ
か
し
い
笑
顔
…
…
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

▽
奥
山　

裕
肆（
16
期
）

　

今
年
71
歳
に
な
り
孫
に
囲
ま
れ

に
ぎ
や
か
な
生
活
を
し
て
い
ま

す
。仕
事
も
今
年
４
月
で
終
わ
り
こ

れ
か
ら
は
夫
婦
で
の
こ
り
の
人
生

を
楽
し
く
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
会
報
よ
ろ
し
く
。

▽
山
中　

悟（
16
期
）

　

青
嵐
会
役
員
、
関
係
者
の
皆
様
い

つ
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▽
松（
畠
）美
佐
子（
12
期
）

　

脳
内
出
血
で
倒
れ
て
2
年
余

り
。現
在
施
設
に
て
長
期
療
養
中
で

日
々
リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

（
夫
・
代
筆
）

▽
住
沢（
楠
山
）佳
子（
22
期
）

　
「
青
嵐
」の
封
入
か
ら
発
送
ま
で
い

つ
も
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。幹
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

▽
宮
崎　

信
政（
３
期
）

　

昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り
と
言

い
ま
す
が
、
70
年
前
に
箕
面
中
学
の

牧
落
校
舎（
箕
面
国
民
学
校
4
～
6

年
生
）に
入
学
し
ま
し
た
。３
年
生

で
新
稲
校
舎
に
変
っ
て
箕
面
駅（

↔

石
橋
）か
ら
歩
き
ま
し
た
が
、
記
憶

が
薄
れ
思
い
出
は
牧
落
時
代
が
殆

ど
で
す
。

▽
上
坂　

珠
子（
８
期
）

　

と
う
と
う
80
歳
と
な
り
心
身
共

に
ヨ
レ
ヨ
レ
で
す
。

▽
辻
村　

秀
之（
15
期
）

　

レ
コ
ー
ド
を
ハ
イ
レ
ゾ
録
音
し

京
都
御
所
か
ら
河
原
町
ま
で
、
聞
き

な
が
ら
歩
く
の
が
日
課
で
す
。〝
川

は
流
れ
る
〟の
曲
で
初
恋
ス
イ
ッ
チ

も
入
っ
た
り
し
ま
す
。電
子
回
路
の

製
作
も
健
在
で
す
が
、
孫
と
遊
ぶ
の

が
最
優
先
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま

す
。

▽
亀
岡　

孝
三
郎（
３
期
）

　

日
頃
は
、
す
っ
か
り
忘
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
母
校
で
す
が
、「
青
嵐
」

が
送
ら
れ
て
く
る
た
び
に
中
学
時

代
が
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
。同
窓
の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
国
枝（
中
島
）よ
し
み（
21
期
）

　

現
在
、
大
学
の
教
員
で
す
が
折
に

ふ
れ
て
一
中
の
教
育
の
す
ば
ら
し

さ
を
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

会
員
短
信

32
期
同
期
会

元
老
舗
旅
館
で
イ
タ
リ
ア
ン
と

思
い
出
を
堪
能

　

32
期
生
の
同
期
会
が
２
０
１
８

年
3
月
24
日
土
曜
日
、
箕
面
滝
道

のKAJIKASO
U

で
行
わ
れ
ま
し

た
。
会
場
と
な
っ
た
部
屋
は
も
と

旅
館
の
大
広
間
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
12
時
ス
タ
ー
ト
。
最

初
に
黙
祷
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
青

木
先
生
の
ご
挨
拶
の
あ
と
、
ま
ず

は
集
合
写
真
を
撮
影
。
串
野
先
生

の
音
頭
で
乾
杯
し
て
歓
談
が
始
ま

り
ま
し
た
。
初
め
は
「
指
定
席
」

で
す
。
幹
事
が
「
男
女
の
配
置
や

参
加
者
の
キ
ャ
ラ
を
考
慮
し
た
」

と
言
う
だ
け
あ
っ
て
、
話
が
は
ず

み
ま
し
た
。

　

途
中
か

ら
は
席
を

交
替
し
て

の
お
し
ゃ

べ
り
。
久

し
ぶ
り
の

同
期
生
と

も
昔
話
や

近
況
を
語

り
合
う
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。

校
歌
斉
唱

の
あ
と
は

先
生
方
か
ら
の
ス
ピ
ー
チ
。
そ
れ

ぞ
れ
に
思
い
出
と
近
況
を
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
お
だ
や
か
な

春
の
日
に
古
く
て
新
し
い
お
店
の

中
で
今
昔
の
話
が
交
錯
す
る
中
に

い
る
と
、
現
在
と
過
去
を
行
き
来

す
る
不
思
議
な
時
空
間
に
身
を
置

い
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
ご
多
用

の
中
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
先

生
方
、
同
期
の
み
な
さ
ん
、
そ
し

て
粋
な
は
か
ら
い
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
幹
事
の
み
な
さ
ん
に
あ
ら

た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
出
口　

学
・
記
）

▽
澤
田　

憲
一（
16
期
）

　
「
青
嵐
」が
届
く
た
び
に
、
一
中
時

代
が
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま

す
。い
つ
か
同
期
の
皆
様
に
お
会
い

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

▽
根
来（
谷
田
）え
い
子（
20
期
）

　

親
子
。私
20
期
、
息
子
42
期
、
44
期

と
一
中
卒
業
生
で
す
。二
世
代
、
三

世
代
と
続
け
ば
幸
い
で
す
。一
中
の

益
々
の
繁
栄
を
願
っ
て
い
ま
す
。

▽
尾
本（
植
木
）実
千
代（
21
期
）

　

会
報
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。鹿
児
島
に
き
て
45
年
た
ち
ま
し

た
。で
も
、
や
っ
ぱ
り
箕
面
が
な
つ

か
し
い
で
す
。

▽
原　

弘（
10
期
）

　

会
報
を
お
送
り
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
主
人
:

原　

弘
は
、
昨
年
２
月
に
亡
く
な
り

ま
し
た
。皆
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝
え

下
さ
い
ま
せ
。（
内
）

▽
東（
加
藤
）多
賀
美（
16
期
）

　

70
歳
に
な
り
ま
し
た
。
中
３
の

時
マ
ラ
ソ
ン
で
一
生
懸
命
後
方
で

走
っ
て
い
た
私
た
ち
を
全
校
生
の

拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
こ
と
が
一
番

の
思
い
出
で
す
。

▽
先
山　

賢
先
生（
国
語
科
）

　

私
は
創
立
時
の
国
語
科
教
員
で

し
た
。牧
落
校
舎
で
の
日
々
、
思
い

出
は
尽
き
ま
せ
ん
。「
青
嵐
会
」の

発
展
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

▽
岩
崎　

幸
夫
先
生

�

（
元
学
校
長
）

　

一
中
を
退
職
し
て
早
や
30
年
、

今
八
拾
路
、w

ithageing

で
す
。

「
青
嵐
会
」の
皆
様
会
報
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
青
嵐
」の

風
に
吹
か
れ
て
愚
直
に
心
快
く
ば

祈
願
で
す
。

▽
川
勝　

健
二
先
生

�

（
元
学
校
長
・
社
会
科
・
10
期
）

　

い
つ
も
役
員
の
皆
様
方
に

は
、
お
世
話
を
か
け
て
お
り
ま

す
。お
礼
申
し
ま
す
。

▽
河
島　

倫
枝
先
生（
英
語
科
）

　

い
つ
も
会
報
送
っ
て
下
さ
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。息
子
は

高
校
の
数
学
の
教
師
と
し
て
娘
は

中
学
校
の
家
庭
科
の
教
師
と
し
て

微
力
な
が
ら
今
の
教
育
現
場
を

支
え
て
お
り
ま
す
。

恩
師
短
信

恩
師
短
信

tym-h
引き出し線
桐山

tym-h
取り消し線
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私
た
ち
57
期
が
在
学
中
に
お
世

話
に
な
っ
た
田
中
五
月
先
生
を
お

訪
ね
し
ま
し
た
。教
科
は
家
庭
科
。

　

お
元
気
で
パ
ワ
フ
ル
な
先
生
は

と
て
も
優
し
く
、い
つ
も
生
徒
の
こ

と
を
考
え
て
い
る
先
生
で
し
た
。

（
15
年
振
り
の
先
生
は
変
ら
ず
お
元

気
で
し
た
。さ
っ
そ
く
質
問
を
）

♠
一
中
で
の
ご
在
職
は
？

　

１
９
９
８
年
4
月
～
２
０
１
０

年
３
月
ま
で
12
年
間
、
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。そ
の
後
三
中
に
転

勤
し
た
後
、
退
職
し
ま
し
た
。（
私

た
ち
は
先
生
の
一
中
で
二
回
目
の

卒
業
生
で
す
。）

♠
私
た
ち
の
学
年
の
印
象
は
？

　

個
性
的
な
子
も
い
ま
し
た
が
、

全
体
に
大
人
し
く
て
お
利
口
だ
っ

た
印
象
が
あ
り
ま
す
。

♠
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
は

あ
り
ま
す
か
？

　

卒
業
式
が
終
わ
っ
て
、
生
徒
に

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
証
書
を
渡
す

時
に
、
何
人
か
不
愛
想
な
子
が
い

て
、
何
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
と

「
あ
り
が
と
う
。お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。」と
突
然
数
本
の
バ
ラ
の
花

を
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。気
に
か
け

て
い
た
子
た
ち
だ
っ
た
の
で
、思
わ

ず
涙
が
溢
れ
ま
し
た
。

♠
他
に
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
？

　

体
育
祭
で
は
ク
ラ
ス
の
成
績
が

良
か
っ
た
こ
と
で
す
。文
化
祭
で

は
、劇
で
思
っ
た
よ
う
な
成
果
が
出

ず
、ク
ラ
ス
の
子
は
不
完
全
燃
焼
で

し
た
が
、み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
頑

張
れ
た
こ
と
が
、
私
は
自
慢
で
し

た
。修
学
旅
行
は
初
め
て
の
沖
縄
行

き
で
し
た
が
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
生

徒
た
ち
と
た
く
さ
ん
の
思
い
出
づ

く
り
が
で
き
ま
し
た
。特
に
印
象
的

だ
っ
た
の
が
、ガ
マ
の
中
で
酸
欠
に

な
っ
た
子
を
私
が
抱
え
て
ガ
マ
の

階
段
を
上
っ
て
外
ま
で
運
ん
だ
こ

と
で
す
。私
が
酸
欠
に
な
り
そ
う
で

し
た
。無
事
に
外
に
出
ら
れ
た
と
き

は
、本
当
に
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

♠
今
は
ど
ん
な
活
動
を
さ
れ
て
い

ま
す
か
？

　

現
在
、地
域
の
民
生
委
員
を
引
き

受
け
て
い
ま
す
。在
任
中
に
頂
い
た

地
域
か
ら
の
力
添
え
や
、生
徒
た
ち

と
の
関
わ
り
で
生
ま
れ
た
人
と
の

触
れ
合
い
を
糧
に
し
て
、地
域
の
福

祉
に
微
力
な
が
ら
も
貢
献
し
て
い

ま
す
。

♠
今
日
は
久
し
ぶ
り
に
先
生
と
お

話
が
出
来
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

～
田
中
五
月
先
生
～

恩
師
訪
問

▽
瀬
戸
川　

清
逸（
９
期
）

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

▽
松
本　

彰（
18
期
）

　

関
東
地
区
で
も
同
窓
会
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。毎
年
11
月
初
旬
に

「
関
東
支
部
・
期
幹
事
等
連
絡
会
」を

開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。詳
細
は
青
嵐
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
。

▽
上
崎　

良
明（
10
期
）

　

会
報
の
お
届
け
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。在
校
は
は
る
か
昔
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が「
青
嵐
」

を
懐
か
し
く
拝
見
し
て
い
ま
す
。

▽
加
古　

晶（
19
期
）

　

昨
年
10
月
の
同
期
会
が
楽
し

か
っ
た
で
す
。幹
事
の
方
々
ご
苦
労

様
で
し
た
。

▽
高
岡　

功
太
郎（
42
期
）

　

現
在
、
明
治
維
新
百
五
十
年
、
板

垣
退
助
百
回
忌
法
要
の
代
表
役
員

と
し
て
東
京
、高
知
を
行
っ
た
り
来

た
り
東
奔
西
走
い
た
し
て
お
り
ま

す
。ま
た
、
天
皇
陛
下
御
即
位
三
十

年
奉
祝
大
阪
実
行
委
員
会
の
実
行

委
員
と
し
て
多
忙
な
毎
日
で
す
。

▽
武
田（
中
島
）季
美（
22
期
）

　

22
期
の
同
窓
会
で
、50
年
ぶ
り
に

皆
様
と
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。幹
事
の
皆
様
お
世
話
に
な

り
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

▽
緒
方　

健（
３
期
）

　

だ
い
ぶ
体
が
弱
っ
て
き
ま
し
た

が
、毎
日
公
園
な
ど
歩
く
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
す
。　

▽
井
上　

泰
則（
23
期
）

　

一
中
同
期
の
メ
ン
バ
ー
で
、ほ
ぼ

毎
月
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
実
施
し
て

い
ま
す
。い
つ
ま
で
も
元
気
で
続
け

た
い
で
す
。

▽
桑
名（
安
威
）美
行（
４
期
）

　

一
年
と
三
年
の
時
の
担
任
岡
崎

博
哉
師
が
天
寿
を
全
う
さ
れ
た
訃

報
。ご
冥
福
を
祈
り
、
兵
舎
を
移
築

さ
れ
た
教
室
の
床
を
先
生
と
一
緒

に
ビ
ン
の
底
で
磨
い
て
い
た
清
掃

時
間
を
な
つ
か
し
く
想
い
出
し
ま

す
。

▽
大
栗　

靖
弘（
22
期
）

　

先
日
の
卒
業
50
周
年
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
な
つ
か
し
い
先
生
方

や
同
窓
生
に
会
う
こ
と
が
で
き
大

変
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

▽
小
西　

英
司（
18
期
）

　

県
立
高
校
に
て
火
縄
銃
に
つ
い

て
の
講
演
で
、高
校
生
と
交
わ
る
の

が
、今
一
番
の
楽
し
み
で
す
。

▽
清　

俊
三（
５
期
）

　

不
注
意
に
て
腰
部
骨
折
で
リ
ハ

ビ
リ
中
で
す
。皆
様
に
よ
ろ
し
く
！

▽
中
江（
堀
戸
）一
子（
10
期
）

　
「
青
嵐
」を
い
つ
も
楽
し
く
読
ま

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。箕
面
を
離
れ

て
50
数
年
。今
は
、
一
人
息
子
が
箕

面
に
住
ん
で
居
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
、よ
ろ
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。

▽
斎
木（
岡
本
）泓
子（
8
期
）

　
「
会
報
」を
い
つ
も
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

▽
新
野　

禎
一（
21
期
）

　

い
つ
も
同
窓
会
報「
青
嵐
」を
お

送
り
く
だ
さ
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。箕
面
在
住
で
は
な
い
の
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
お
手
伝
い
が
で

き
ま
せ
ん
が
、今
後
と
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

▽
徳
永　

一
榮（
16
期
）

　

父
96
歳
、
母
93
歳
の
介
護
真
最

中
。さ
す
が
に
疲
れ
て
い
ま
す
が
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
は
頑
張
り
ま
す
。

▽
徳
山（
吉
治
）秀
子（
12
期
）

　
「
青
嵐
」と
共
に
あ
の
懐
か
し
い

箕
中
時
代
の
様
々
な
思
い
出
を
運

ん
で
下
さ
っ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

▽
林
下　

健
次
郎（
7
期
）

　

28
・
2
・
22　

左
被
殻
出
血
症
の

為
ず
っ
と
入
院
生
活
で
す
の
で
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。話
す
こ
と
も
ま

ま
な
ら
ぬ
状
態
で
す
の
で
私
の
一

存
で
少
し
で
す
が
振
り
込
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。（

代
・
林
下
由
美
子
）

▽
加
藤（
田
畑
）保
子（
16
期
）

　

お
世
話
に
な
り
ま
す
。あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

▽
河
村　

洋（
11
期
）

　

長
野
県
の
諏
訪
に
あ
る
小
さ
な

大
学
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。今
年
は

関
東
地
区
の
同
期
会
に
出
席
さ
せ

て
も
ら
お
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▽
廣
岡（
森
田
）素
子（
15
期
）

　

昨
年
は
、谷
垣
先
生
の
模
擬
授
業

を
受
け
て
懐
か
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。前
向
な
お
姿
に
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。い
つ
ま
で
も
お

元
気
で
！

会
員
短
信

左より��福谷茂男、飛田眞、田中先生、
　　　山澤智衣（いずれも57期）



（9）　　　　　2019年５月１日 第 5 5 号

12
期
～
観
桜
会
～

　

平
成
元
年
か
ら
毎
年
開
催
し

て
い
た
「
新
年
会
」
を
、
一
昨

年
か
ら
気
候
の
良
い
４
月
に
変

更
。
以
後
は
「
観
桜
会
」
と
し

て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
奮
っ

て
ご
参
加
下
さ
い
。

（
↑
昨
年
は
４
月
８
日
〝
風
の
杜
〟

に
て
開
催
。
南
（
稲
治
）
先
生

と
谷
垣
先
生
を
お
迎
え
し
て
50

名
が
参
加
、
楽
し
い
会
で
し
た
。）

今
春
は
卒
業
60
周
年
で
何
か
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
と
考
え
て
お
り

ま
す
。 

（
覚
前
隆
一
・
記
）

関
東
22
期
会

　

平
成
30
年
10
月
27
日
（
土
）

東
京
八
重
洲
で
関
東
22
期
会
の

同
窓
会
が
あ
り
ま
し
た
。
出

席
者
は
8
名
。
皆
、
ま
ず
名

前
と
卒
業
時
の
ク
ラ
ス
を
名

乗
り
、
そ
れ
か
ら
在
学
時
の

会
員
短
信

▽
奥（
目
黒
）由
利
子（
16
期
）

　

自
分
は
、
何
期
卒
だ
っ
た
か

な
。と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
16
期

で
し
た
。
ま
だ
ボ
ケ
て
な
い
か

な
ー
と
。谷
垣
先
生
の
お
元
気
な

姿
に
感
服
致
し
ま
し
た
。い
つ
ま

で
も
お
元
気
で
居
て
く
だ
さ
い
と

祈
っ
て
お
り
ま
す
。

▽
富
岡（
辻
）あ
け
み（
15
期
）

　

70
周
年
の
同
窓
会
に
参
加
。谷

垣
先
生
の
授
業
に
出
席
。後
日
先

生
を
囲
ん
で
飲
み
会
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。も
う
一
年
に
な

り
ま
す
。

▽
藤
本（
石
垣
）三
枝
子（
7
期
）

　

盛
り
沢
山
の
内
容
の
会
報
を
毎

年
送
っ
て
頂
き
楽
し
く
読
ま
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。お
世
話
を
お
か

け
い
た
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
林
田（
竹
中
）綾
子（
８
期
）

　

調
理
師
の
現
役
で〝
ガ
ン
バ
ッ
〟

て
い
ま
す
。

▽
乾（
上
田
）良
子（
29
期
）

　

同
窓
会
役
員
の
お
仕
事
い
つ
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▽
池
上　

勝
彦（
6
期
）

　

会
報
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。昔
日
を
思
い
出
し
ま
す
。

▽
子
安　

一
男（
３
期
）

　

３
期
の
酒
井
迪
男
君
が
、
昨
年

9
月
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

酒
井
君
は
同
期
生
や
同
窓
会
に

並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
持
ち
、
早
く

か
ら
同
窓
会
の
役
員
を
引
き
受
け

て
昭
和
32
年
に
は
会
長
に
選
ば

れ
ま
し
た
。そ
の
後
も
役
員
を
続

け
、
大
き
な
貢
献
を
し
て
来
ま
し

た
。３
期
の
同
期
会
は
い
つ
も
酒

井
君
が
先
導
し
て
、
旧
友
に
会
う

の
を
心
か
ら
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

近
年
体
調
が
優
れ
な
く
な
り
、

つ
い
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

心
か
ら
、
酒
井
君
の
ご
冥
福
を

祈
り
ま
す
。

▽
籠
尾（
中
島
）千
代
子（
９
期
）

　

幹
事
の
皆
様
に
は
い
つ
も
お
世

話
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。シ
ン
グ
ル
ラ
イ
フ
な
の
で
日

本
列
島
全
て
制
覇
し
楽
し
ん
で
い

ま
す
。年
間
15
回
ほ
ど
旅
行
し
ま

す
。又
大
好
き
な
富
士
山
が
自
宅

か
ら
よ
く
見
え
ま
す
。一
昨
年
は

４
回
富
士
山
に
行
き
ま
し
た
。今

後
共
よ
ろ
し
く
御
願
い
致
し
ま
す
。

▽
藤
井　

治（
4
期
）

　

82
歳
に
な
り
ま
し
た
が
元
気
に

過
ご
し
て
い
ま
す
。い
つ
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▽
畠
中　

誠
二
郎（
13
期
）

　

竹
林
さ
ん
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

本
田
さ
ん
、
ま
だ
、
が
ん
ば
っ
て
下

さ
い
。

▽
長
谷
川　

和
子（
16
期
）

　

四
国
歩
き
遍
路
ツ
ア
ー
。月
に

１
～
２
回
に
て
２
０
１
５
・
３
月

～
２
０
１
８
・
６
月
に
て
完
歩
し

ま
し
た
。後
は
高
野
山
の
み
。今
は

ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。四
国
は
自

然
・
人
柄
、良
か
っ
た
で
す
。

▽
井
上（
萬
年
）多
加
子（
10
期
）

　

い
つ
も「
青
嵐
」を
お
送
り
頂
い

て
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▽
浅
川（
井
口
）初
枝（
30
期
）

　

30
期
、
次
の
同
窓
会
は
い
つ
で

す
か（
笑
）

▽
加
藤（
松
井
）禎
子（
15
期
）　

　

岡
崎
・
久
保
両
先
生
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　
「
青
嵐
」を
配
っ
て
下
さ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
に
、
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

▽
米
田　

憲
三（
18
期
）

　

元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

▽
井
上（
横
井
）澄
子（
15
期
）

　
「
青
嵐
」を
懐
か
し
く
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。中
学
時
代
同
様

大
好
き
な
自
転
車
で
ど
こ
へ
で
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

▽
鈴
木（
土
居
）純
子（
19
期
）

　

私
は
、
梅
花
高
校
か
ら
美
大
に

進
み
、
今
も
絵
を
描
き
乍
ら
な
り

わ
い
と
し
て
い
ま
す
。最
近
年
の

せ
い
か〝
母
校
が
あ
る
の
は
有
り

難
い
な
〟と
心
底
思
い
ま
す
。

（
少
子
化
の
中
、
ど
の
学
校
も
変
化

し
て
ゆ
く
の
で
し
ょ
う
ね
）

▽
野
村（
三
木
）千
恵（
４
期
）　

　

ず
う
っ
と
昔
畦
道
を
通
っ
た
日

日
。四
季
折
々
の
香
り
と
懐
か
し

い
友
の
面
影
を
も
乗
せ
て「
青
嵐
」

は
届
き
ま
す
。あ
り
が
と
う
！

▽
村
上（
湯
川
）光（
5
期
）

　

東
京
暮
ら
し
も
50
年
近
く
に
な

り
ま
し
た
。卒
業
70
周
年
記
念
の

会
は
元
気
に
参
加
し
た
い
と
思
い

ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
市
川　

儀
冨（
10
期
）

　

10
期
同
期
会
・
喜
寿
の
会
。参
加

の
皆
様
、
協
力
金
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▽
今
井　

英
夫（
23
期
）

　

19
年
６
月
ま
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

を
続
け
ま
す
。

▽
中
田（
佐
竹
）妙
子（
38
期
）

　
「
青
嵐
」あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▽
結
城　

奈
美（
35
期
）�

　

会
報
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

話
に
な
り
ま
し
た
。「
あ
～
そ

う
や
！
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た

ね
ぇ
!
」「
え
っ
、
そ
う
や
っ
た

か
な
ぁ
?
」
と
頷
き
あ
っ
た
り
、

首
を
傾
げ
た
り
反
応
は
色
々
。

で
も
次
第
に
記
憶
が
甦
り
大
変

楽
し
い
一
刻
と
な
り
ま
し
た
。

  

私
は
今
回
の
関
東
の
同
窓
会

に
参
加
し
て
久
し
ぶ
り
に
故
郷

を
懐
か
し
む
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
も
っ

と
会
う
機
会
が
増
え
れ
ば
い
い

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

（
小
笠
原
（
小
泉
）
由
子
・
記
）

八重洲にて
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冬
休
み
に
、
同

期
と
母
校
の
体
育

館
に
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
を
訪

ね
、
お
世
話
に
な
っ

た
顧
問
の
井
上
先

生
を
始
め
前
川
先

生
と
後
輩
達
が
笑

顔
で
迎
え
て
く
れ

ま
し
た
。
女
バ
レ

は
、
18
年
度
も
部
別

で
年
間
通
し
て
一

部
を
維
持
。市
民
戦
で
は
夏
季
・

秋
季
共
に
優
勝
。さ
ら
に
豊
能
地

区
大
会
で
も
準
優
勝
し
、
中
央
大

会
に
2
年
連
続
出
場
を
果
た
し

た
そ
う
で
す
。

　

厳
し
い
練
習
に
日
々
一
生
懸

命
励
ん
で
い
る
後
輩
達
の
努
力

が
、素
晴
ら
し
い
活
躍

に
繋
が
っ
て
い
る
こ

と
を
聞
き
、嬉
し
い
気

持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

沢
山
の
方
々
の
お

か
げ
で
活
動
が
出
来

る
こ
と
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
大
切
に
、一

中
生
と
し
て
パ
ワ
ー

全
開
で
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
、
卒
部
生
一

同
、心
よ
り
願
い
応
援

し
て
い
ま
す
。

（
71
期
元
部
長
・
杉
原
凜
・
記
）

◆期　間　　毎年　４月下旬の土曜日
　　　　　　午前10時より時間フリーで（昼食つき）
◆会　場　　箕面市立第一中学校

【連絡先】　　seirankai-hq@freeml.com
　　　　　　090−3653−0428（同窓会専用電話）
　　　　　　各期の幹事（16面参照）
日程は毎年４月上旬までに、青嵐会ＨＰ（アドレスは
http://seirankai.jimdo.com/）に、掲載いたします。

年に一度くらいなら、ちょこっと手伝ってみようかと思って
いただける方、みなさまの心意気をお待ちしています。

（昨年の作業情景）

～
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
～

手も口
も

動かし
ながら

楽しい
ひと時

！

★期幹事以外の方が、同期会などを開催する為に名簿情報を入手希望の時には
▶�まずは『期幹事』にご連絡ください。
　 青嵐会より、期幹事にご要望をお伝えすることなど協力いたします。
▶�『期幹事』より要請があった場合のみ、
　 青嵐会は確認・検討のうえ、名簿情報データを期幹事に開示します。
▶�お問い合わせいただいた方に、
 　 青嵐会より名簿情報データを直接提供することはありませんので、ご了承

願います。
 　 せっかく集いを計画してみようと、意欲をお持ちの方には申し訳ありませ
んが個人情報の管理のため、ひと手間のご協力をお願いいたします。

～同期会、クラス会の行事案内などに使用する場合には～
「青嵐会」は、名簿情報データを提供しています。【名簿情報】取扱いのお知らせ

今まで同窓会を開催した
ことのない期幹事は、 
どんどんご活用ください

★�個人の住所変更などで訂正・削除などなさる時は、
直接ご連絡ください。迅速に訂正いたします。

【連絡先】青嵐会本部　seirankai-hq@freeml.com
　　　　　専用電話　090−3653−0428

35
期
同
期
会
報
告

　

平
成
30
年
８
月
11
日
、
Ｈ
ア

イ
ボ
リ
ー
で
35
期
同
窓
会
を
開

催
。
青
木
・
小
寺
・
山
林
（
現

･
高
畑
）
先
生
の
ご
出
席
で
総

勢
61
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
卒

業
以
来
初
め
て
の
同
期
会
と

あ
っ
て
発
起
人
の
M
さ
ん
夫
婦

を
中
心
に
名
簿
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

役
割
分
担
な
ど
打
ち
合
わ
せ
（
飲

み
会
？
）
が
大
変
で
し
た
。

　

当
日
は
、
忍
期
幹
事
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
先
生
方
の
心
温
ま

る
ご
挨
拶
、
記
念
撮
影
の
あ
と

懇
談
へ
。
一
段
落
し
た
と
こ
ろ

で
ク
ラ
ス
毎
に
席
替
え
を
し
、

当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
近
況
等

で
会
話
が
弾
み
ま
し
た
。
二
次

会
に
も
殆
ど
の
方
が
残
り
楽
し

い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
は
還
暦
の
時
に
と
い
う
話

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
連
絡

が
着
か
な
か
っ
た
方
も
多
く
、

皆
様
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

（
期
幹
事
・
太
田
雅
宣
･
記
）

４
期
同
期
会

　

4
期
生
関
係
の
集
ま
り
と
し

て
初
め
に
〝
メ
イ
プ
ル
４
〟
が
、

次
に
〝
二
養
会
〟
が
あ
り
ま
し

た
。
最
後
有
志
が
〝
サ
ロ
ン
メ

イ
プ
ル
〟
と
名
付
け
春
・
秋
と

年
2
回
集
ま
り
、
昼
食
を
挟
ん

で
同
期
生
の
情
報
を
交
換
し
て

居
り
ま
し
た
。
最
近
は
加
齢
の

せ
い
も
あ
り
徐
々
に
参
加
人
数

が
減
っ
て
き
て
、
此
れ
を
最
後

に
と
11
月
８
日
有
馬
一
泊
旅
行

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
人
数
は

14
名
と
多
く
は
無
か
っ
た
の
で

す
が
、
東
京
・
和
歌
山
と
遠
く

か
ら
の
参
加
も
あ
り
結
構
楽
し

い
集
ま
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
折
、
皆
さ
ん
か
ら
こ
の
会
を

も
う
少
し
続
け
て
欲
し
い
と
の

声
が
あ
り
、

今
後
も
何

と
か
続
け

る
こ
と
に

な
り
ま
し

た
。

　

4
期
で

興
味
の
あ

る
方
は
荒

木
ま
で
連

絡
下
さ
い
。

（
荒
木
啓
雄
・
記
）

母
校
ク
ラ
ブ
訪
問
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Ｑ
〝
守
る
会
〟
へ
の
関
わ
り
は
？

岸
上
：
私
は
長
年
の
消
防
団
活
動

が
終
わ
り
、
次
を
、
と
頼
ま
れ
た

か
た
ち
で
す
。

中
井
：
箕
面
小
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
し

て
活
動
さ
せ
て
頂
い
て
か
ら
で
す
。

渡
辺
：
民
生
児
童
委
員
か
ら
の
出

務
後
に
楽
し
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

辻
：
私
は
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
10
年

間
の
青
少
年
指
導
員
か
ら
で
す
。

Ｑ
会
を
構
成
す
る
諸
団
体
か
ら
会

の
ま
と
め
役
に
で
す
ね
？

岸
上
：〝
守
る
会
〟
の
前
身
は
35
年

程
前
、
ビ
ニ
本
が
出
回
る
風
潮
に

「
何
と
か
し
な
け
れ
ば
」
と
各
団
体

が
働
き
か
け
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。
廃
止
に
持
ち
込
ん
だ
後
「
子
ど

も
達
の
安
全
・
安
心
を
守
る
組
織

を
」
と
発
足
し
ま
し
た
。

辻
：
学
校
側
も
発
足
当
時
か
ら
〝
開

か
れ
た
学
校
を
〟
と
地
域
に
協
力
的

で
こ
の
結
び
つ
き
が
強
み
で
す
。

渡
辺
：〝
守
る
会
〟
は
青
少
年
に

係
わ
る
様
々
な
団
体
の
コ
ミ
ニ
ュ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
。
日
頃
か
ら
互
い

の
課
題
や
悩
み
を
出
し
合
い
知
っ

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
立
ち

入
ら
な
い
が
調
和
を
取
り
つ
つ
助

け
合
う
」の
姿
勢
で
や
っ
て
い
ま
す
。

中
井
：
箕
面
小
校
区
は
〝
守
る
会
〟

が
最
初
に
出
来
た
所
で
、
桜
・
牧
落
・

西
小
路
・
百
楽
荘
か
ら
成
り
こ
の
地

区
ご
と
の
活
動
も
盛
ん
で
す
。

岸
上
：
特
に
各
神
社
の
〝
祭
〟
は
、

誰
も
が
参
加
し
て
楽
し
く
ゆ
る
く

地
域
が
繋
が
る
チ
ャ
ン
ス
。
皆
が
顔

見
知
り
と
い
う
環
境
が
、
子
ど
も
を

守
る
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

辻
：
外
部
の
人
も
含
め
先
輩
方
が
良

い
地
域
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
我

が
子
へ
の
理
解
も
深
ま
り
親
と
し

て
も
育
て
ら
れ
続
け
て
い
ま
す
。

岸
上
：
私
も
こ
こ
で
活
動
す
る
中
で

〝
守
る
会
〟
の
目
的
を
見
出
せ
ま
し

た
。
今
後
は
ご
高
齢
の
方
に
も
何
か

　ドアをノックして‥入室して‥椅子に座
る‥それだけでも「心臓がバクバク」とか。
　高校入試の面接練習は、１月下旬、３
年生の希望者約70名を対象に実施され、
同窓会からは７名の常任委員が参加。模
擬面接官としての大切な役目は、緊張し
た雰囲気を作り出すことと心得て、１グ
ループ約20分間の面接に臨みました。
　学校応援団活動のひとつとして、同窓
会はこれからも後輩のみなさんを応援し
ます。 （Ｋ・Ｔ記）

出
番
を
お
願
い
す
る
（
青
パ
ト
等
）

な
ど
、
幅
広
い
世
代
の
生
き
が
い
の

場
に
と
、
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
活
動
を
次
に
繋
げ
る
に
は
？

渡
辺
：
西
小
校
区
で
は
、
様
々
な

切
り
口
の
取
り
組
み
を
共
に
進
め

る
中
で
、
ベ
テ
ラ
ン
が
新
世
代
を
カ

バ
ー
し
つ
つ
、
巻
き
込
ん
で
い
っ
て

い
ま
す
。

中
井
：
箕
面
小
校
区
の
〝
守
る
会
〟

は
経
験
の
長
い
人
が
多
く
、
他
団
体

の
新
役
員
に
は
有
り
難
い
と
言
わ

れ
ま
す
。
何
か
あ
っ
た
時（
災
害
等
）

に
は
、
地
域
内
の
調
整
役
・
潤
滑
油

で
あ
り
た
い
で
す
。

渡
辺
：
い
ろ
ん
な
人
が
い
て
こ
そ
お

互
い
の
学
び
が
楽
し
い
、
と
知
っ
て

欲
し
い
。
新
し
い
方
も
気
軽
に
出
来

る
事
や
り
た
い
事
か
ら
関
わ
っ
て

貰
い
、
地
域
で
共
に
暮
ら
す
一
人
と

し
て
自
分
を
輝
か
せ
る
場
に
し
て

欲
し
い
で
す
ね
。

　
〝
青
少
年
を
守
る
会
〟
と
は
、
箕
面

市
独
自
の
青
少
年
健
全
育
成
団
体
で

各
小
学
校
区
に
あ
り
ま
す
。
校
区
に

よ
り
構
成
団
体
や
活
動
内
容
は
様
々

で
す
が
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で

守
ろ
う
」
の
趣
旨
の
も
と
、
地
域
と

学
校
が
連
携
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

10
期
喜
寿
同
期
会

　

喜
寿
同
期
会
を
開
催
し
よ
う

と
声
が
上
が
っ
た
も
の
の
77
歳

や
で
・
・
・
・
。は
て
さ
て
何
名
の

方
々
が
参
加
し
て
い
た
だ
け
る

か
、
４
５
０
余
名
の
内
、
住
所
が
分

か
っ
て
い
る
の
が
２
７
０
余
名
。

当
初
本
当
に
幹
事
全
員
が
悩
み
ま

し
た
が
、
ま
ず
案
内
状
を
5
月
31

日
発
送
し
た
後
、
各
幹
事
が
各
々

の
ク
ラ
ス
の
方
々
に
で
き
る
範
囲

で
電
話
に
よ
り
声
か
け
を
し
ま
し

た
。結
果
、
8
月
31
日
時
点
で
85
名

参
加
の
返
事
を
い
た
だ
き
幹
事
全

員
が
ほ
っ
と
し
た
の
が
本
音
で
す
。

　

会
場
は
箕
面
の
街
を
見
下
ろ

す
、
秋
の
気
配
に
色
づ
い
た
樹
々

に
囲
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
場
所
。

当
日
は
遥
か
遠
い
日
、
学
び
親
し

ん
だ
箕
面
の
地
へ
、鹿
児
島
・
尾
道

か
ら
、
そ
し
て
東
京
か
ら
と
。77
歳

の
元
気
な
元
女
の
子
、
男
の
子
が

集
ま
る
も
ん
で
す
か
ら
受
付
は
人

い
き
れ
で
む
ん
む
ん
状
態
。幹
事

皆
で
ク
ラ
ス
の
席
に
案
内
し
ま
し

た
。12
時
宴
の
始
ま
り
。10
期
会
会

長
澤
田
邦
昭
氏
の
挨
拶
で
始
ま
り

進
行
役
の
永
井
健
一
さ
ん
、
伊
藤

皓
子
さ
ん
の
巧
み
な
話
術
と
進
行

で
各
ク
ラ
ス
毎
に
名
人
物
の
話
を

披
露
。更
に
比
企
野
芳
郎
氏
の
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、
松
村
進
氏
の
サ

キ
ソ
フ
ォ
ン
の
演
奏
と
演
歌
熱
唱

等
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
、
3
時
間

の
喜
寿
の
宴
は
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
ま

し
た
。

　
「
参
加
者
の
名
前
を
見
て
懐
か

し
い
顔
、
顔
、・
・
・
」「
あ
の
人
こ

の
人
と
話
を
し
た
い
の
に
な
か
な

か
思
い
が
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。」

「
も
っ
と
も
っ
と
時
間
が
ほ
し
い

の
に
・
・
」時
は
容
赦
な
く
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
。皆
さ
ん
今
後
も

く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
留
意
さ
れ
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

次
は
、
米
寿
か
の
話
が
で
ま
し

た
が
さ
て
さ
て
・
・
・
・
。

（
西
村
伸
一
・
記
）

我
が
同
窓
生

“
青
少
年
を
守
る
会
〟

の
活
動
メ
ン
バ
ー

面接練習

箕面小校区
会　長　岸上　�孝志�（24期）
副会長　中井　�嘉次�（33期）

西小校区
会　長　辻　�　　明�（33期）
副会長　渡辺（津𠮷）智子�（22期）

各
人
が
得
意
芸
を
次
々
と
披
露
！
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★予約の都合上5/25（土）迄に要連絡

初めてのバスケット部OB会
来たれ青嵐会総会終了後‼

日　時：2019年6月15日（土）18:00
場　所：銀なべ（箕面6丁目）
　　　　http://shiroi-nabe.com/ 
会　費：5,000円
連絡先：22期　佐々木 弘（発起人代表）
　　　　0

ocn.ne.jp
発起人：20期　佐々木 繁夫
　　　　21期　加藤 勝博
　　　　24期　緒方 将隆

①三井住友銀行・箕面支店
　店番１８５
　普通１4２７3５８　
　口座名「宗教法人瀧安寺」

②ゆうちょ銀行
　１4１6０−８１７3５５７１
　口座名「瀧安寺」
境内寺務所でも受付けております。

平成30年９月に通過した台風21号により、建物が大きく破
損いたしました。修繕には莫大な金額が必要となり、現状況
では撤去せざるを得ない状態です。瑞雲橋からの鳳凰閣は、
箕面市の象徴的な風景ともなっております。これらの景観を
後世に残すため、皆様のご支援をお願いする次第です。
募金の振込先は次の通りです。

67期成人式同期会開催！

　

今
年
１
月
14
日
成
人
式
後
の

夕
方
18
時
～
梅
田
「
心
酔
」
に

67
期
有
志
50
余
名
が
集
合
し
ま

し
た
。
卒
業
後
全
体
で
の
会
は

初
め
て
と
あ
っ
て
近
況
や
思
い

出
話
が
次
々
飛
び
出
し
二
次
会

も
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　

今
回
は
最
初
の
同
期
会
案
が

没
に
な
り
〝
そ
れ
な
ら
〟
と
急

遽
有
志
で
集
ま
っ
た
の
で
、
連

絡
漏
れ
が
多
く
残
念
で
し
た
。

次
は
是
非
、
全
員
で
集
ま
ろ
う
！

（
藤
原
陸
･
記
）

28
期
ミ
ニ
同
期
会

～
副
島
先
生
宅
へ
～

　
「
う
ち
の
家
に
ピ
ザ
釜
を
作
っ

て
ん
。
そ
れ
で
ピ
ザ
を
焼
い
た

ら
う
ま
い
で
。
い
っ
ぺ
ん
お
い

で
。」
副
島

先
生
か
ら

の
お
誘
い

を
受
け
、
十

月
六
日
に

伺
う
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。

　

先
生
宅
で
は
敷
地
内
の
ご
自

慢
の
ピ
ザ
釜
な
ど
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
台
風
を
に
ら

み
な
が
ら
の
計
画
で
し
た
の
で
、

ピ
ザ
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
こ
で
奥
様
も
交
え
い
ろ

ん
な
話
が
で
き
ま
し
た
。
お
二

人
が
自
然
の
中
に
溶
け
込
む
よ

う
に
ゆ
っ
た
り
と
生
活
な
さ
っ

て
お
ら
れ
る
よ
う
で
、
と
っ
て

も
羨
ま
し
か
っ
た
で
す
。

　

ピ
ザ
は
春
に
し
よ
う
と
の
約

束
で
、
記
念
撮
影
し
、
次
に
お

会
い
す
る
ま
で
ご
自
愛
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
つ
つ
お
別
れ

し
ま
し
た
。

（
中
井
純
子
・
記
）

　

２
０
１
８
年
の
一
中
祭
は
10

月
に
行
わ
れ
、同
窓
会
（
青
嵐
会
）

で
は「
思
い
出
停
車
駅
」と
題
し
、

同
期
会
な
ど
各
期
の
活
動
報
告

を
、
写
真
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
あ
わ
せ

展
示
し
ま
し
た
。

　

9
期
『
歴
史
の
会
』
は
、
長

居
植
物
園
へ
。
10
期
A
組
『
が

ぶ
ろ
会
』
は
鎌
倉
、江
ノ
島
の
旅
。

11
期『
関
東
地
区
同
期
会
』と『
箕

面
同
期
会
』
を
実
施
。
12
期
名

称
を
『
観
桜
会
』
に
50
余
名
の

参
加
。
13
期
『
卒
業
55
年
古
希

同
窓
会
』
は
一
中
、二
中
合
同
で
。

18
期
ミ
ニ
同
期
会
を
6
月
と
12

月
の
年
2
回
予
定
。

　

22
期
『
卒
業
50
周
年
記
念
同

期
会
』
に
5
人
の
恩
師
を
迎
え

83
人
参
加
。
26
期
「
同
期
会
に

還
暦
の
87
人
が
集
合
。
在
校
当

時
の
思
い
出
、
孫
の
話
や
親
の

介
護
の
苦
労
話
し
な
ど
、
時
を

忘
れ
て
語

り
あ
っ

た
。」

　

33
期

「
何
十
年

ぶ
り
か
で

会
う
懐
か

し
さ
と
、

顔
を
あ
わ

せ
て
も
思

い
出
せ
な
い
申
し
訳
な
さ
と
、

毎
回
複
雑
な
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。」『
同
期
会
会
報
』
で
妹
尾

先
生
。
34
期
２
０
１
８
年
青
嵐

総
会
の
あ
と
同
期
会
。
35
期
3

人
の
恩
師
と
と
も
に
、
卒
業
後

初
め
て
の
同
窓
会
。
39
期
約
80

人
の
参
加
で
同
期
会
。
66
期
成

人
式
後
同
期
会
95
人
が
集
ま
っ

た
。

◆
来
場
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

賀
戸
栄
さ
ん（
箕
面
市
更
生
保
護
女
性
会
）

同
期
会
の
パ
ネ
ル
展
示
を
毎
年

や
っ
て
い
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い

で
す
ね
。

石
丸
智
子
先
生
（
一
中
教
諭
）

各
期
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
が
拝
見
で

き
懐
か
し
か
っ
た
で
す
。

内
藤
景
治
さ
ん
（
神
社
宮
司
・
25
期
）

こ
う
い
っ
た
催
し
は
、
一
中
だ
か

ら
こ
そ
と
思
う
と
誇
ら
し
い
で
す
。

（
9
期
・
鈴
木　

肇
・
記
）

土台が捻れた鳳凰閣を瑞雲橋から見る 庫裏屋根への倒木

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ

「瀧安寺」の 現状 瀧安寺副住職　山本　昌弘（46期）
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会
報
・
特
別
協
力
金
提
供
者

☆ 
会
報
・
特
別
協
力
金
は
、
会
報

「
青
嵐
」
の
発
行
の
他
、
総
会
開

催
や
日
常
の
常
任
委
員
会
・
期

幹
事
会
な
ど
の
活
動
の
財
源
に

当
て
て
い
ま
す
。

☆ 

会
報
協
力
金
は
、
一
口
（
千
円
）

に
つ
き
会
報
を
２
年
間
、
15
口

以
上
は
永
久
に
お
届
け
し
ま
す
。

☆ 

特
別
協
力
金
は
、
会
報
送
付
の

な
い
協
力
金
・
寄
付
金
で
す
。

（
Ｈ
31
年
２
月
末
日
現
在
。
敬
称
・

旧
姓
は
略
。
数
字
は
会
報
協
力
金
、

○
数
字
は
特
別
協
力
金
の
口
数
）

　

30
年
度
も
多
く
の
協
力
金
を
頂

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
名
簿
更
新
〆
切
は
３
月
末

で
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

支
払
い
方
法

・「
青
嵐
」
配
布
時
に
同
封
の
郵

便
局
払
込
取
り
扱
い
票
に
記
入
し

て
送
金
し
て
下
さ
い
。

�

（
手
数
料
は
不
要
）

・
ま
た
は

　

銀
行
名
…
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　

口
座
記
号
番
号
…

　
　

０
０
９
２
０

－

０

－

３
１
８
０

　

加
入
者
名
…

　
　

�

箕
面
市
立
第
一
中
学
校
同
窓
会

「
青
嵐
会
」

�

（
手
数
料
は
、
ご
負
担
下
さ
い
）

▽
恩
師 

先
山
賢
5
⑤
、
澤
田
久
子
2

①
、
竹
川
睦
枝
⑩
、
川
勝
健
二
2
、
藤

原
晴
江
1
、平
岩
宗
一
①
、岩
崎
幸
夫
③
、

河
嶋
倫
枝
①
、
大
野
豊
子
①
、
石
井
敬

子
1
①

▽
1
期 

高
木
チ
エ
子
1
①

▽
3
期 

宮
崎
信
政
1
②
、
足
立
和
正

1
、
池
田
幹
子
1
①
、
吉
本
悟
2
①
、

亀
岡
孝
三
郎
①
、
篠
原
礼
治
1
⑤
、
佐

藤
良
子
1
①
、
大
久
保
康
子
2
①
、
緒

方
健
1

▽
4
期 

阪
口
弘
子
3
、
野
村
千
恵

2
、
川
原
慎
治
3
⑦
、
藤
井
治
3
、
松

尾
絢
子
1
、
桑
名
美
行
1
、
加
藤
禎
子

③
、
今
井
善
紹
3
、
武
井
達
也
②
、
谷

口
由
己
子
③
、
園
田
慈
子
2
②
、
伊
藤

浩
一
2
、
黒
見
貢
1
、
虎
口
欣
生
2

▽
5
期 

青
敬
祐
4
①
、
清
俊
三
3
、

英
康
隆
1
、
一
階
喜
美
子
1
①
、
三
好

達
夫
2
①
、
多
河
正
和
⑤
、
山
下
正
和

1
、
畑
島
信
子
2
③
、
四
谷
千
恵
1
②
、

八
田
襄
2
、村
上
光
2
④
、井
上
勝
義
①
、

藤
田
康
次
2
③
、
泉
武
1
、
山
本
博
久

1
②

▽
6
期 

米
澤
精
子
2
②
、
山
本
京
子

2
、
向
坂
敏
1
、
池
上
勝
彦
2
、
佐
藤

敏
彦
1
②
、植
田
和
隆
5
、八
田
薫
1
②
、

川
口
ソ
ノ
子
2
、
谷
田
優
里
子
1
、
岩

永
充
夫
3
③
、
東
恵
美
子
3
、
樹
榧
子

3▽
7
期 

木
村
庸
子
1
①
、
尾
崎
と
も

え
2
、
印
藤
良
一
2
、
林
下
健
次
郎

2
、
七
角
真
佐
子
2
、
藤
本
陽
子
2
、

北
脇
良
彦
②
、
帯
辺
節
二
②
、
平
田
京

子
10
⑩
、
藤
本
三
枝
子
2
、
片
山
由
美

子
1
①
、
鹿
島
節
子
2
、
高
田
光
穂

5
、
中
尾
知
子
1
①
、
松
本
和
子
3
②

▽
8
期 

酒
井
健
一
2
、
川
又
登
史
彦

1
①
、
谷
口
邦
彦
2
、
川
路
晴
子
1
①
、

真
田
庄
八
1
①
、
福
屋
裕
之
①
、
原
田

嘉
代
子
1
、
佐
竹
博
行
2
、
牧
野
芳
治

②
、
上
坂
珠
子
③
、
白
井
安
紀
子
1
②
、

北
野
美
祢
子
1
①
、
稲
内
初
江
2
、
外

間
重
二
①
、
斎
木
泓
子
2
、
根
来
佐
紀

子
1
、
井
内
敬
2
、
久
住
治
代
1
、
林

田
綾
子
1
①

▽
9
期 

石
田
邦
夫
⑤
、
川
副
光
偉
①
、

吉
田
叡
隆
1
、
平
下
美
穂
子
3
、
中
井

紘
二
3
③
、
籠
尾
千
代
子
2
、
上
野
美

紀
1
、
近
藤
明
3
、
瀬
戸
川
清
逸
2
、

村
田
安
生
1
、
大
尾
紀
代
美
1
、
中
村

佳
永
子
4
、
寺
本
淑
江
1
、
森
田
三
四

子
3
、
西
川
昌
平
1
①
、
山
本
達
雄

1
、
武
藤
陽
子
1
①
、
藪
幹
雄
2
、
森

川
和
子
1
①

▽
10
期 

西
田
幸
市
2
、
藤
田
嘉
丈

2
、
田
村
弘
子
1
、
山
本
義
一
1
①
、

長
尾
美
保
子
②
、
小
倉
正
勝
2
、
結
城

輝
夫
⑤
、中
江
一
子
1
、平
井
淳
子
1
②
、

井
上
多
加
子
1
①
、
浅
井
晴
雄
③
、
柴

田
真
子
1
①
、
榊
原
恵
子
1
①
、
木
原

香
子
1
②
、
武
村
須
美
子
①
、
杉
本
あ

き
2
①
、
鈴
木
基
光
3
、
浜
中
由
朗
2

①
、
原
弘
②
、
正
木
岳
温
2
、
坂
下
淑

子
1
、鎌
倉
静
子
1
①
、上
崎
良
明
1
①
、

奥
野
治
1
①
、
筧
民
夫
1
①
、
宮
下
宏

1
④
、
小
笠
原
佳
子
1

▽
11
期 

阪
上
昭
2
、
本
庄
基
二
1
、

大
田
和
子
2
、
加
藤
昭
代
2
③
、
住
谷

栄
之
資
1
①
、
安
田
克
彦
3
、
多
小
谷

豊
子
3
、
河
村
洋
2
、
上
戸
秀
夫
1
②
、

野
村
岡
性
2
、
菊
谷
幾
久
子
1
、
小
倉

広
一
1
②
、
牧
野
卓
夫
1
③
、
大
路
節

2
、
藤
田
美
代
子
1
、
佐
瀬
一
男
3
、

永
井
祥
之
1
①
、
原
山
恵
美
子
3
、
島

田
昌
作
2
、
杉
村
忠
5
、
笹
嶋
篤
子
①
、

三
室
道
子
3
②

▽
12
期 
澤
田
憲
昭
1
、
永
井
秀
樹

1
、
中
村
京
子
3
①
、
角
貴
子
2
②
、

上
田
寿
代
3
、
徳
山
秀
子
2
③
、
稲
葉

英
人
3
②
、
桐
山
義
弘
1
、
川
勝
雄

三
2
、
忽
那
靖
男
3
②
、
小
林
靖
子

2
、
上
田
憲
一
1
、
浦
功
③
、
松
美
佐

子
3
、
前
田
正
臣
2
③

▽
13
期 

武
田
勝
文
3
、
吉
津
禎
夫

1
、
横
山
一
子
1
、
豊
田
渚
①
、
上
野

斌
3
、
谷
田
勝
己
1
、
井
上
洋
治
1
、

岡
島
茂
雄
3
、
小
東
武
1
、
新
田
国
男

1
、
畠
中
誠
二
郎
③
、
森
本
翅
充
1
、

今
井
健
允
3
、藤
井
宏
1
、浅
原
勝
2
②
、

後
藤
照
子
2
①

▽
14
期 

牧
野
輝
義
2
、
竹
内
美
佐
子

1
、
外
山
蓉
子
1
、
西
本
恵
美
子
1
、

宮
川
晃
代
5
、
伊
藤
栄
彦
1
②
、
川
勝

清
志
1
①
、
山
崎
建
子
1
、
吉
原
佐
智

子
3
③

▽
15
期 

辻
村
秀
之
2
①
、
廣
岡
素
子

1
②
、
橋
本
保
子
3
、
永
田
庸
視
③
、

儀
田
康
子
3
②
、
直
田
恒
夫
3
①
、
渡

辺
憲
雄
2
、
安
藤
登
志
子
1
、
奥
村
和

則
2
、
片
山
保
夫
1
、
佐
々
木
主
計

2
、
富
岡
あ
け
み
1
、
岸
上
和
典
⑤
、

砂
川
裕
伸
1
、
平
池
紀
夫
5
、
井
上
澄

子
3
、
田
中
美
保
子
2
①

▽
16
期 

功
力
俊
夫
2
①
、
山
中
悟
1

①
、
宇
佐
見
治
彦
2
、
奥
山
裕
肆
3
、

奥
由
利
子
2
、
上
中
弘
基
1
①
、
澤
田

憲
一
3
、
高
木
勝
己
1
①
、
飯
干
和
子

3
③
、
広
瀬
八
重
子
2
①
、
辻
美
智
子

1
、
土
居
富
江
1
、
木
藤
朋
之
1
、
佐

伯
美
智
子
1
、
加
藤
保
子
1
①
、
直
田

春
夫
1
、
高
平
芳
弘
5
、
玉
井
哲
哉

1
、
岡
嶋
千
恵
子
2
、
徳
永
一
榮
2
、

長
谷
川
和
子
1
、
木
村
純
3
、
中
園

朋
宏
1
、
東
多
賀
美
1
①
、
水
口
幸
子

2
、
亀
岡
健
吾
③
、
林
邦
生
2
、
横
内

憲
子
2

▽
17
期 

瀬
川
健
2
③
、
市
原
順
子

5
、
新
井
正
雄
1
①
、
下
條
信
雄
③
、

山
田
豊
実
2
、
白
川
利
雄
5
、
田
内
文

夫
1

▽
18
期 

金
森
久
司
2
、
田
中
佐
枝
子

1
①
、
浦
博
3
、
長
谷
川
旬
子
1
、
野

口
芳
子
2
、
板
倉
美
知
子
1
①
、
石
川

正
樹
2
、
伊
藤
友
彦
①
、
小
西
英
司

2
、
結
城
啓
二
1
①
、
長
尾
啓
子
①
、

松
本
彰
3
②
、
米
田
憲
三
1
②
、
門
垣

登
志
子
10
、
北
中
俊
夫
2
、
砂
川
明
豊

1
、
谷
田
和
夫
1
、
吉
川
興
治
3
、
坂

口
明
子
⑤
、
岡
本
純
1
①
、
梶
山
泰
則

2
①
、
大
黒
義
高
1
①
、
吉
川
眞
5
、

吉
治
徹
2
、
渡
辺
一
史
1
①
、
小
椋
健

うまい！安い！楽しい！

メキシコ料理と

ラテンの雰囲気満載の

楽しいお店です

ぜひ、一度  お越しください

メキシカンカフェ＆バル

ラ　コスタ
箕面６−９−１４

０７２−７６８−８７８０

八木　章悟（53期）　 啓次（57期）

サルー!

〒666-0105　川西市見野2-36-8　上野（今村）淑子（27期）

☆ ご贈答・ご法要に季節の和菓子・焼き菓子を ぜひ御用命下さい。
　 ヤマト運輸より全国にお届け致します。

（能勢電･山下駅前）     　072－794－0013　営業 9－18時（水曜休）



2019年５月１日　　　　　（14）第 5 5 号

2
、
黒
川
良
和
5
⑤
、
杉
田
吉
文
2
①
、

余
部
幸
子
1

▽
19
期 
北
島
裕
基
1
、
筆
口
秀
一
郎

2
③
、
水
野
健
次
郎
2
③
、
加
藤
ふ
じ

枝
3
、
鈴
木
純
子
1
、
吹
田
初
1
、
和

泉
正
人
1
②
、
大
槻
博
司
②
、
高
橋
慶

子
1
①
、浮
田
政
子
2
①
、北
沢
猛
1
⑤
、

池
田
博
一
2
、
牛
窓
達
3
、
下
條
信
次

5
⑤
、大
西
一
成
1
、木
下
雄
一
郎
2
①
、

清
水
孝
悦
1
①
、
吉
田
重
樹
③
、
佐
々

木
ぎ
ん
子
1
、
松
本
泰
子
1
①
、
國
田

由
美
子
3
、加
古
晶
③
、成
田
耕
一
2
①
、

赤
木
昭
司
2
、
直
田
良
夫
1
①
、
横
山

滋
3
②
、
吉
川
俊
美
2
①
、
重
松
令
子

1▽
20
期 

南
坂
武
寛
1
①
、
根
来
え
い

子
1
①
、
片
山
直
1
①
、
石
塚
多
果
子

2
①
、
末
吉
道
子
2
、
笹
辺
圭
子
2
③
、

荒
川
直
也
1
①
、
水
谷
洋
一
3
②
、
日

紫
喜
富
美
5
、
内
田
惠
子
2
①
、
加
藤

真
知
子
③
、
河
居
二
朗
2
、
木
村
和
正

1
、
山
下
正
臣
3
、
萩
原
美
和
子
3
、

山
田
千
秋
5
、
小
林
安
代
2
、
田
中

啓
介
1
①
、
名
出
幹
雄
1
①
、
羽
田
光

一
1
①
、
米
田
正
次
1
①

▽
21
期 

中
川
敏
夫
2
、
尾
本
実
千
代

2
、
中
西
節
子
1
、
小
池
英
明
⑤
、
山

岸
千
丈
3
、
国
枝
よ
し
み
⑩
、
新
野
禎

一
2
①
、
藤
沢
弘
和
1
①
、
吉
中
康
子

5
、
稲
富
洋
一
郎
5
、
鈴
木
玲
子
2
③

▽
22
期 

中
村
直
行
3
②
、
門
山
健
治

2
、
岸
野
享
史
1
①
、
佐
々
木
弘
15
、

中
井
健
志
1
①
、
反
中
和
子
2
①
、
中

村
洋
子
1
、
木
藤
万
起
子
2
①
、
児
玉

順
子
1
①
、
栗
田
明
代
2
①
、
杉
山
寛

子
1
、
坂
本
邦
子
1
、
小
林
裕
典
1
、

山
本
洋
二
1
、
大
浜
訓
子
2
①
、
田
部

弘
子
1
①
、
陸
歎
往
子
1
、
太
田
峰
子

1
、
岡
本
俊
夫
5
⑤
、
末
広
秀
次
①
、

柚
岡
秀
樹
1
、
米
澤
隆
弘
5
⑤
、
河
畑

京
子
1
、
小
笠
原
由
子
1
、
河
合
亨

1
、
川
端
正
一
1
①
、
手
島
研
一
郎

1
、
福
井
雅
人
3
、
山
本
俊
二
1
、
住

沢
佳
子
2
①
、
大
石
敏
久
2
、
大
栗
靖

弘
4
①
、
木
村
潔
2
①
、
藤
原
幸
夫
1

①
、
森
井
泰
彦
1
、
河
村
和
子
2
①
、

武
田
季
美
2
、
河
原
真
澄
⑤
、
小
西
博

子
1
、
渡
辺
智
子
3

▽
23
期 

中
村
美
智
子
1
③
、
井
上
泰

則
1
①
、
大
塚
美
佐
子
1
、
建
元
邦
治

1
、
松
村
摂
子
2
①
、
今
井
英
夫
3
、

久
岡
和
代
3
、
加
賀
美
香
子
1
、
赤
澤

優
1
①

▽
24
期 

佐
藤
根
隆
之
1
①
、
中
井
利

光
1
、
富
田
宏
子
1
、
石
城
昭
彦
2
、

加
藤
久
人
1
①
、
山
田
淳
子
1
①
、
石

井
徹
彦
1
①
、
国
広
敏
彦
3
、
青
谷
真

美
3
②
、大
塚
士
郎
1
①
、岡
島
徹
3
②
、

山
口
和
子
1
①
、
上
田
義
朗
③
、
檜
垣

幸
子
1
①
、
中
井
勝
次
1
、
道
廣
忠
信

2
①
、
森
上
寛
⑤
、
岡
園
子
1

▽
25
期 

永
井
裕
文
3
、
米
田
薫
5
、

雨
宮
伸
2
、
中
井
正
美
1
②
、
白
井
佐

由
利
2
③
、
今
井
京
一
郎
3
、
小
倉
利

明
3
、
末
松
有
治
2
、
薮
内
一
裕
③
、

黒
田
万
紀
1
、
永
吉
洋
子
2
、
宮
澤
進

一
1
、
山
内
惠
子
1
①
、
片
山
秀
樹

2
、
桐
山
健
一
2
、
内
藤
景
治
1
、
平

井
清
治
1
①
、
大
桑
良
彰
②
、
梅
名
晴

夫
1
①
、
松
田
淳
1

▽
26
期 

亀
井
利
光
3
、
東
端
代
司
宏

15
⑤
、
高
橋
一
雅
1
①
、
伊
藤
美
昭

1
、
河
野
大
介
1
①
、
大
路
智
恵
子

1
、
大
野
加
代
子
1

▽
27
期 

今
井
一
郎
2
、
田
中
悟
1
、

中
山
文
2
、
落
合
良
隆
1
、
秋
田
仁
士

10
、
赤
松
善
弘
5
、
三
木
陽
一
郎
1
①
、

雀
部
信
宜
1
①
、
岡
崎
優
子
1
、
猪
居

信
之
5
、
服
部
賢
二
3
、
藍
原
優
子
1

▽
28
期 

野
口
要
1
①
、
森
岡
克
浩
1

①
、
中
井
純
子
2
、
清
永
千
登
世
1
①
、

辻
本
綾
子
1
、
鈴
木
徹
1
、
川
村
哲

二
1
、
河
野
次
郎
3
、
平
井
良
和
1
、

宮
本
昇
1
、
飛
田
由
美
子
1
、
中
谷
絹

子
1

▽
29
期 

畠
山
兼
一
郎
5
、
林
知
子
1

①
、
廣
瀬
公
一
⑥
、
渡
辺
晴
彦
1
、
乾

良
子
1
、
芝
頭
弥
生
1
、
夏
秋
悦
子

1
、
渡
嘉
敷
一
1
、
清
水
達
夫
1
①
、

波
元
敦
子
1
、
土
井
千
秋
1

▽
30
期 

関
和
子
1
①
、
阪
口
真
由
美

1
①
、
藤
永
晶
子
5
、
橋
本
幸
代
3
、

谷
哲
1
①
、
浅
川
初
枝
1
、
北
山
悦
子

1
、
雨
宮
京
夏
1
、
住
沢
和
久
1
、
小

松
千
鶴
子
1
、
野
口
恒
1
①

▽
31
期 

吉
村
勇
治
1
①
、
林
真
由
美

1
①
、
田
平
宏
昭
3
、
清
水
弘
通
1
、

間
島
成
美
5

▽
32
期 

小
林
正
之
3
、
福
本
康
利

3
、
村
上
朋
子
1
、
栗
野
雅
仁
2
、
杉

本
か
お
り
②

▽
33
期 

堀
之
内
紀
子
1
、
北
後
泰
祐

1
、
門
脇
峰
子
3
、
中
西
裕
美
子
③
、

河
野
久
美
1

▽
34
期 

佐
竹
琢
1
、
西
川
毅
1

▽
35
期 

島
田
真
絹
2
、
杉
村
隆
史
1

①
、
角
田
英
司
1
②
、
結
城
奈
美
1
、

忍
康
彦
1
②
、
白
神
典
子
1

▽
36
期 

不
破
智
浩
1
、
東
山
啓
次

1
、
渡
部
佳
樹
1
、
前
田
真
知
子
2
、

中
井
久
仁
夫
2
②

▽
37
期 

鈴
木
剛
1
①
、
長
南
昌
彦
1

①
、
鳥
海
直
美
1
、
三
浦
浩
1
①
、
佐
々

木
朱
美
1
①

▽
38
期 

中
田
妙
子
3

▽
39
期 

山
本
直
美
1
②
、
新
美
孝
明

1
、
竹
村
久
枝
3
、
宮
永
真
樹
子
③
、

長
陽
典
枝
①
、
新
田
展
子
②
、
山
﨑
淳

子
1
、
渡
辺
千
江
子
1

▽
40
期 

竹
原
尚
美
1
、
藤
井
典
子

1
、
渡
辺
一
弘
3
、
奥
井
淳
子
1
、
井

深
美
香
2
、
西
村
理
1

▽
41
期 

庄
司
泰
之
10
、
古
沢
茂
樹

3
、
西
田
敦
子
1
①
、
尾
立
征
一
③
、

広
江
満
1
①

▽
42
期 

高
田
明
義
③
、
髙
岡
功
太
郎

1
、
原
納
研
1

▽
44
期 

澤
田
晃
平
1

▽
46
期 

岸
田
逸
平
1
、
倉
又
麻
理
子

2▽
47
期 

田
中
那
美
1
、
坂
口
牧
子
3

▽
48
期 

石
井
千
晴
1

▽
51
期 

縄
船
剛
志
1
②
、
加
藤
勝
貴

1
②

▽
53
期 

竹
内
好
恵
1

▽
54
期 

中
井
隆
樹
1
③

▽
55
期 

久
保
日
登
香
①

▽
57
期 

千
葉
詩
織
7
⑥
、
夏
秋
亮
佑

1▽
59
期 

久
保
ハ
ル
ナ
①
、
清
水
葉
月

1
①
、
釣
巻
史
子
1
、
鈴
木
健
太
郎
1

▽
60
期 

森
本
雄
佑
1
、
千
葉
美
帆
5

⑤▽
61
期 

鈴
木
拓
馬
1
、
中
井
梓
2

▽
62
期 

笠
原
崇
史
1
①
、
木
場
悠
大

1▽
63
期 

小
寺
騎
央
1
、
岡
島
里
紗
2

①▽
64
期 

前
駿
平
1
、
小
田
航
也
1
、

木
場
野
の
花
1
、
杉
山
美
帆
5

▽
65
期 

中
井
仁
也
2
、
北
後
龍
太
郎

1▽
66
期 

瀬
戸
一
志
1
、
田
中
瞭
太
朗

10
、
同
窓
生
1

▽
67
期 

中
井
勇
秀
2

▽
68
期 

竹
岡
奏
1
、
北
後
光
太
郎

1
、
田
中
義
洋
10
、
堀
之
内
友
希
1
、

中
﨑
優
太
1
①

▽
69
期 

福
山
竜
生
1
、
河
村
輝
4
①
、

中
岡
悠
生
1

▽
70
期 

中
岡
萌
由
1
、
同
窓
生
1
、

辻
村
栞
奈
1

▽
71
期 

高
山
寛
壮
1
、
福
山
夏
生

1
、
岡
本
一
真
1
、
植
田
悠
太
1
、
藤

江
碧
1
①

▽
10
期	
同
期
会

８
０
，１
４
６
円
（
特
別
協
力
金
）

物件情報が豊かな不動産会社

■ 営業時間：9：00～19：00
■ 定 休 日：毎週水曜日　第1・3火曜日
■ 駐 車 場：12台有　
☎0120－306－922
（072－723－7955）

大出　将夫（35期）

〒562－0041　大阪府箕面市桜1丁目1番9号
物件のお問合せ・ご相談はお気軽にご連絡ください
https://www.minoh-housing.jp/

箕 面 の 不 動 産 探 し は 創 業 昭 和 4 5 年 の
地 域 密 着 の 箕 面 ハ ウ ジ ン グ に お 任 せ く だ さ い ！
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恩
師

平
田　

紀
之 

先
生

同
窓
生

津
賀
準
輔（
準
治
）（
2
）

辰
巳（
中
西
）千
代
乃（
3
）

酒　

井　

迪　

男（
3
）

香　

川　

隆　

司（
5
）

森　

脇　
　
　

清（
5
）

村　

上　

康　

子（
6
）

毛　

利　

嘉　

雄（
6
）

浜
本（
帯
辺
）素
恵（
6
）

野　

本　

広　

一（
6
）

山
口（
一
階
）美
智
子（
6
）

米
田（
山
脇
）利
子（
7
）

麻
野（
沢
田
）達
子（
7
）

福
井（
阪
本
）初
子（
7
）

柴　

田　

和　

夫（
7
）

鯉　

渕　

興　

二（
7
）

田　

旗　

揚　

子（
7
）

福　

屋　

裕　

之（
8
）

中　

井　

正　

樹（
9
）

吉　

田　
　
　

優（
9
）

冨
美（
中
西
）フ
ジ
エ（
10
）

原　
　
　
　
　

弘（
10
）

村　

口　

治　

幸（
11
）

綱　

島　

良　

孝（
12
）

畠　

中　

輝　

雄（
14
）

伊
藤
友
彦（
憲
一
）（
18
）

植　

田　

正　

信（
20
）

高
見（
徳
橋
）彰
司（
22
）

三　

原　
　
　

尚（
27
）

平　

岡　

敬　

司（
34
）

北　

田　

健　

司（
38
）

荒　

井　

美
奈
子（
39
）

恩
師
1
名

同
窓
生
31
名

敬
　
弔

　

青
嵐
会
本
部
宛
に
、
次

の
方
々
の
訃
報
が
届
き
ま

し
た
。
ご
冥
福
を
、
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
18
年
度
に
連
絡
の
方
の

み
。
敬
称
は
略
・
数
字
は
期
）

2018年　総会　お楽しみ抽選会

景　　品 提 供 者

食事券　（500円off券） 2枚 中華屋「KurumA」

ももりんサブレー 3箱 谷口邦彦（8期）

行者そば  5箱 花畑商店・花畑舜一（10期）

キッザニア甲子園招待券4枚 1組 住谷栄之資（11期）

もみじの天ぷら 10袋 紅仙堂・久國春一（11期）

干支石鹸 5個 能島玲子（13期）

ＪＡＸＡエコバッグ 3個 竹林和兵衞（13期）

知床の海産物 4個
森　源司（18期）

和菓子の宅配券 2枚

手作り革財布、ポシェット　他 8個 松本　彰（18期）

小銭入れ 50個 大信製畳・野原元喜（25期）

ファイバークロス 10枚
阿比太神社・内藤景治（25期）

干支石鹸 20個

季節の鉢花 3鉢 花と緑のグリーンバレィ・神代陽造（28期）

箕面地ビールと地サイダー 1セット 樋口酒店・樋口貴之（31期）

神戸フランツのチョコレート 5箱 河村茂樹（34期）

特製マクロビスイーツ 3袋
玄氣食堂ゆいまる・中井慎司、
中井民（41期）

編
集
後
記

　

令
和
最
初
の
年
に
55

号
を
発
行
し
ま
し
た
。

皆
様
の
平
成
は
、
い
か

が
で
し
た
か
？
い
い
こ

と
も
悪
い
こ
と
も
ひ
っ

く
る
め
て
年
を
と
り
ま

す
。
い
つ
の
時
代
に
も

誰
も
が
人
を
慮
る
世
の

中
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
同
期

会
報
告
の
中
で
、
同
窓

生
の
元
気
な
様
子
が
垣

間
見
ら
れ
ま
し
た
。
読

者
の
皆
様
が
「
青
嵐
」

を
ご
覧
に
な
り
触
発
さ

れ
て
、
同
期
会
を
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば

幸
い
で
す
。

☆「
青
嵐
」箕
面
市
内
手
配
り
メ
ン
バ
ー

【
期
間
】毎
年
５
月
の
連
休
中
の
、都
合
の
い
い
日
・
い
い
時
間

【
担
当
部
数
】ご
近
所
ま
わ
り
の
20
部
位
か
ら
、運
動
兼
ね
て
、

上
限
随
意
で

☆
情
報
提
供
メ
ン
バ
ー

　

現
在〝
我
が
同
窓
生
〟シ
リ
ー
ズ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、

情
報
網
が
限
ら
れ
が
ち
で
す
。い
ろ
い
ろ
な
活
動（
分
野
を
問

わ
ず
）で
頑
張
っ
て
い
る
卒
業
生
を
、お
教
え
く
だ
さ
い
。

☆
編
集
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー

　

会
報【
青
嵐
】の
原
稿
集
約
な
ど
を
お
手
伝
い
く
だ
さ
い
。

で
き
れ
ば
継
続
的
に
や
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
希
望
し
ま
す
。

〈
い
ず
れ
も〝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〟で
す
。〉

連
絡
先　

seirankai-hq@
freem

l.com
◇
青
嵐
へ
の
広
告
主
を
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
名
刺
広

告
で
１
万
円
に
な
り
ま
す
。（
お
申
し
出
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
）
◇

会
報「
青
嵐
」サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
！

2018年度（平成30年度）会計決算報告
（2018年3月1日～ 2019年2月28日）

一般会計 （単位：円）

収　　入 予算 決算

前年度繰越金 4,593,436 4,593,436

入会金 341,244 341,244

協力金 1,600,000 1,584,326

広告収入　※前年度受領済み 0 0

雑収入 15,320 3,012

合　　計 6,550,000 6,522,018

支　　出 予算 決算

事務費・会議費 85,000 58,666

I C T 整備維持費 100,000 171,938

名簿管理費 250,000 250,000

「青嵐」発行費　 1,250,000 1,160,808

（内訳）　印　刷　費 （700,000）（679,200）

発　送　費 （500,000）（467,429）

その他経費 （50,000） （14,179）

協力金振込手数料 65,000 63,870

総会費 150,000 146,527

交通費 150,000 87,176

ホームカミングディ 50,000 4,253

卒業記念品費 400,000 400,000

周年事業積立金 100,000 100,000

予備費、「青嵐」発行予定費他 3,950,000 0

合　　計 6,550,000 2,443,238

差引残高 0 4,078,780

差引残高4,078,780円は次年度に繰越します。

特別会計
前年度繰越金15,963円に、周年事業積立金100,000円、
利息１円を加えた残高115,964円は、次年度に繰越
します。
 会　　計　森　　源司　㊞
 会　　計　河野　久美　㊞

2018年度（平成30年度）の会計について、会計帳簿・
会計収支報告・領収書などを監査した結果、収支内
容が適正に処理されている事を認めます。
　　　2019年3月22日 会計監事　三村　正美　㊞
　　　2019年3月22日 会計監事　竹林　和兵衛㊞
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◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇
今年は、奇数期の方に「青嵐」
を全員配布としました。会報協
力金お支払いの方には、期間中
は毎年お送りしています。
また、末尾に２と７のつく期で
同期会が途絶えている学年の皆
さん、今年は区切りの年。期幹
事には期名簿を提供できます。
ぜひ卒業○○周年記念同期会を、
開きましょう！
◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

1
2 Ａ 和 田 　 豊 実
3 A 小 菅 　 淳 平 Ｆ 金澤（馬部）綮子
4 Ｃ 岡 田 　 保 造 Ｅ 谷口（佐竹）由己子
5 Ａ 青 　 　 敬 祐
6 Ｆ 中 井 ト ヨ 子
7 Ｂ 白井（黒川）百々子
8 Ｃ 武 藤 　 彰 男 B 谷 口 　 邦 彦
9 Ｅ 鈴 木 　 　 肇 G 野村（中井）美代子
10 Ａ 市 川 　 儀 富 Ｄ 西村（伊藤）皓子
11 Ｅ 松 永 　 宣 夫 Ｅ 佐 瀬 　 一 男
12 C 覚 前 　 隆 一 C 新 　 　 雅 子
13 C 小 東 　 　 武 Ｃ 能島（柊木）玲子
14 Ｄ 梶 田 　 健 之 Ａ 深 田 　 育 代
15 Ａ 上 野 　 　 惇 D 大 国 　 博 明
16 Ｆ 野 本 　 成 裕 Ｃ 石田（中網）良美
17 Ａ 瀬 川 　 　 健
18 Ｂ 浦 　 博 Ａ 田 中 佐 枝 子
19 Ｄ 田 村 　 　 守 Ｆ 國田（西原）由美子
20 Ｄ 佐 々 木 繁 夫 Ｄ 中 井 多 佳 子
21 Ｄ 山 岸 　 千 丈 D 国枝（中島）よしみ
22 Ａ 佐 々 木 　 弘 Ｇ 渡辺（津吉）智子
23 Ｅ 頼 　 　 沢 生 Ｂ 岡本（辰巳）信代
24 Ｇ 森 上 　 　 寛 Ｆ 髙畑（山林）久美子
25 Ｈ 梅 名 　 晴 夫 Ｂ 西川（西村）香苗
26 Ｄ 岸 本 　 知 宏 Ｈ 塩田（白井）純子
27 Ａ 中 井 　 　 貢 Ａ 三 原 　 光 喜
28 Ａ 中井（池田）純子 Ｅ 飛田（今村）由美子
29 Ａ 篠 木 　 敬 二 Ｃ 出水（岡）聡子
30 Ｂ 仲 谷 　 　 浩 Ｇ 野 口 　 　 恒
31 Ｂ 池 田 　 　 茂 Ｂ 廣末登美江（照美）
32 Ｃ 瀧 口 　 昌 宏 Ｅ 出 口 　 　 学
33 Ｂ 黒 山 　 敦 也 Ａ 花澤（西川）裕美子
34 Ｅ 西 川 　 毅 Ｅ 森 田 　 育 子
35 Ｈ 忍 　 　 康 彦 H 太 田 　 雅 宣
36 Ｂ 桑 野 　 幸 彦 Ｄ 渡 部 　 佳 樹

37 Ａ 岡 　 潤 Ｇ 小林（西野）恵美子
38 Ｈ 丸 山 　 　 浩 Ｂ 有 松 　 清 美
39 Ｃ 大 崎 　 　 仁 Ｉ 薮田（西田）顕子
40 Ｉ 松 本 　 充 生 Ｉ 西山（佐野）かおり
41 Ａ 古 沢 　 茂 樹 Ａ 武 田 ま き 子
42 Ａ 高 田 　 明 義 Ｈ 足立（中島）知子
43 Ｃ 新 居 田 治 樹 Ｄ 平 田 　 純 子
44 Ｄ 佐 藤 　 大 介 Ｃ 田 中 　 綾 子
45 Ａ 金 谷 　 聡 史 Ａ 溝口（森田）圭子
46 Ｂ 武 田 　 憲 明 Ａ 津 田 　 郁 子
47 Ｃ 宮 川 　 正 信 Ｃ 稲 治 　 真 希
48 Ａ 山 田 　 祐 介 Ａ 中 村 　 良 子
49 Ｄ 野 瀬 　 哲 朗 Ａ 竹 内 　 恵 子
50 Ｄ 籾 井 　 一 誓 Ｈ 松 山 　 智 美
51 Ａ 中 井 　 秀 典 Ａ 中 尾 　 亮 子
52 Ａ 白 井 　 淳 平 Ａ 田 路 　 夏 子
53 Ａ 白 石 　 薫 平 Ａ 森 岡 　 郁 子
54 Ａ 坂 本 　 佳 憲 Ａ 山 中 麻 紗 子
55 Ａ 山 本 　 達 也 Ａ 長 谷 　 絵 美
56 Ａ 白 神 　 馨 之 Ａ 岸 　 　 香 澄
57 Ａ 市 川 　 裕 祐 Ａ 児 玉 　 　 唯
58 Ａ 高 島 　 哲 之 Ａ 田 子 内 明 香
59 Ｄ 石 原 　 一 弘 Ａ 松 岡 　 真 理
60 Ａ 井 元 　 康 二 Ａ 堤 中 　 和 花
61 Ａ 鈴 木 　 拓 馬 Ａ 佐 藤 　 芽 以
62 Ａ 飯 田 　 竜 馬 Ａ 森 本 　 朱 音
63 Ａ 渡 部 　 裕 之 Ａ 中 村 　 彩 実
64 Ａ 岩 﨑 　 智 也 Ａ 植 田 奈 菜 子
65 Ｂ 中 井 創 太 郎 Ａ 島 田 　 菜 摘
66 Ａ 菊 地 　 航 史 Ａ 牧 野 　 花 菜
67 Ａ 永 山 　 大 貴 Ａ 三 山 　 莉 奈
68 Ａ 石 井 　 万 貴 Ａ 渡 邉 　 健 吾
69 Ｄ 物 部 　 理 沙 Ｆ 井 上 　 大 夢
70 Ｄ 文 田 　 光 河 Ｅ 川 端 　 真 由
71 Ｄ 山 口 　 大 輝 Ｃ 大 川 　 更 紗
72 Ｂ 野 田 　 駿 太 Ｅ 池 田 　 琴 音

関東支部期幹事
（４期〜 35期）
4 Ｃ 渡 邉 美 智 子
7 Ｇ 黒 山 　 昭 宣
8 Ｅ 宇 津 　 　 興
9 Ｅ 玉川（忽那）純子
10 Ａ 遠 藤 　 允 康
11 Ｈ 数 井 　 敬 司
12 Ｂ 阿 山 　 勝 幸
13 Ｄ 藤 川 　 卓 爾
14 Ａ 村 上 　 秀 平
15 Ｄ 松永将史（正夫）
16 Ｈ 秋 山 　 豊 宏
18 Ｄ 米 田 　 憲 三
21 A 中 川 　 敏 夫
22 Ｃ 馬 場 　 　 修
23 Ｃ 小 林 　 　 稔
24 Ａ 佐 藤 根 隆 之
26 D 船 原 　 淳 一
26 H 山 本 　 宗 明
29 C 小 里 　 裕 章
29 Ｃ 大 石 佳 能 子
32 Ｄ 中 　 　 眞 宏
32 Ｅ 小原（高橋）和代
35 Ｃ 奥 平 　 恭 之

2019年度　役 員 一 覧
会　　　長	 	 佐々木　　　弘	（22期）
副　会　長　会務、学校応援団担当	 髙畑（山林）久美子	（24期）
副　会　長　情報担当	 	 本　田　唯　泰	（13期）
副　会　長	 	 市　川　儀　富	（10期）　　河　村　茂　樹	（34期）
副　会　長	 	 大　崎　　　仁	（39期）　　神　吉　敦　史	（53期）
書　　　記	 	 瀧　口　昌　宏	（32期）　　下西（中原）まき	（33期）
会　　　計	 	 森　　　源　司	（18期）　　河　野　久　美	（33期）
常 任 委 員　会報担当	 	 小　寺　知　子	（16期）　　小林（馬場）安代	（20期）
常 任 委 員　HＰ担当	 	 加　藤　勝　博	（21期）
常 任 委 員	 	 中島（土生）徳子	（７期）　　鈴　木　　　肇	（９期）　　田　中　佐枝子	（18期）
常 任 委 員	 	 緒　方　將　隆	（24期）　　山内（野瀬）惠子	（25期）　　野　原　元　喜	（25期）
常 任 委 員	 	 内　藤　景　治	（25期）　　岸　本　知　宏	（26期）　　中井（池田）純子	（28期）
常 任 委 員	 	 廣末登美江（照美）	（31期）　　神　田　　　尚	（40期）
常 任 委 員	 	 小　谷　周　平	（55期）　　山　﨑　文　音	（62期）
関東支部長	 	 松　本　　　彰	（18期）
常 任 委 員　関東支部	 	 米　田　憲　三	（18期）　　馬　場　　　修	（22期）　　末　弘　恭　雄	（26期）
会 計 監 事	 	 三　村　正　美	（11期）　　竹　林　和兵衛	（13期）
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